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（
ｆ
）
宮
廷
所
在
地
と
し
て
の
ハ
イ
デ
ル
ベ
ル
ク

　

中
世
後
期
ド
イ
ツ
の
諸
領
邦
に
お
け
る
宮
廷
所
在
地Residenz

の
形
成
と
そ
の
機
能
は
、
近
年
多
く
の
研
究
が
な
さ
れ
て
い
る
テ
ー
マ

で
あ（

１
）る

。
プ
フ
ァ
ル
ツ
に
お
い
て
は
、
ネ
ッ
カ
ー
河
畔
の
ハ
イ
デ
ル
ベ
ル
ク
が
、
宮
中
伯
の
宮
廷
所
在
地
と
し
て
発
達
し
て
い
っ（

２
）た

。

　

元
来
ヴ
ォ
ル
ム
ス
司
教
か
ら
宮
中
伯
に
授
与
さ
れ
た
教
会
レ
ー
ン
で
あ
っ
た
ハ
イ
デ
ル
ベ
ル
ク（

３
）は

、
既
に
一
二
世
紀
末
か
ら
、
ラ
イ
ン
宮

中
伯
に
と
っ
て
重
要
拠
点
の
一
つ
で
あ（

４
）り

、
一
三
世
紀
初
め
に
は
市
民
団
体
の
存
在
も
確
認
さ
れ
る（

５
）が

、
一
四
世
紀
中
頃
に
も
、
ま
だ
人
口

約
三
〇
〇
〇
の
中
小
都
市
に
す
ぎ
な
か
っ
た
。
し
か
し
一
四
世
紀
後
半
に
宮
中
伯
ル
ー
プ
レ
ヒ
ト
一
世
の
も
と
で
、
ハ
イ
デ
ル
ベ
ル
ク
は
宮

廷
所
在
地
と
し
て
争
わ
れ
な
い
地
位
を
確
立
す
る
。

　

ル
ー
プ
レ
ヒ
ト
一
世
の
滞
在
地
点
を
見
る
と
、
判
明
す
る
限
り
で
は
ハ
イ
デ
ル
ベ
ル
ク
で
の
滞
在
頻
度
が
他
の
地
点
を
圧
し
て
お（

６
）り

、
ま

た
証
書
発
行
の
面
で
も
ハ
イ
デ
ル
ベ
ル
ク
は
主
要
な
発
行
場
所
と
な
っ（

７
）た

。
ル
ー
プ
レ
ヒ
ト
一
世
は
ク
リ
ス
マ
ス
や
復
活
祭
な
ど
の
重
要
な

教
会
祝
祭
を
し
ば
し
ば
ハ
イ
デ
ル
ベ
ル
ク
で
祝
っ
た
も
の
と
推
測
さ
れ
、
ま
た
ハ
イ
デ
ル
ベ
ル
ク
は
一
三
八
四
年
に
国
王
ヴ
ェ
ン
ツ
ェ
ル
が

諸
侯
と
都
市
同
盟
の
対
立
の
調
停
を
試
み
た
、
い
わ
ゆ
る
ハ
イ
デ
ル
ベ
ル
ク
和
議H

eidelberger Stallung

の
舞
台
と
な
る
な
ど
何
度
か

皇
帝
・
国
王
の
来
訪
を
見
、
更
に
ル
ー
プ
レ
ヒ
ト
一
世
は
い
く
つ
か
の
ト
ー
ナ
メ
ン
ト
を
ハ
イ
デ
ル
ベ
ル
ク
で
催
し（

８
）た

。
ル
ー
プ
レ
ヒ
ト
一

世
は
、
ハ
イ
デ
ル
ベ
ル
ク
市
の
発
展
の
た
め
の
措
置
を
も
講
じ
た
。
一
三
五
七
年
に
な
さ
れ
た
年
市
（
メ
ッ
セ
）
設
立
の
試
み
は
持
続
的
な

成
果
を
あ
げ
な
か
っ
た（

９
）が

、
後
で
詳
し
く
論
じ
る
一
三
八
六
年
の
ハ
イ
デ
ル
ベ
ル
ク
大
学
創
設
は
、
市
の
発
展
に
と
っ
て
重
要
な
刺
激
と
な

り
、
か
つ
ハ
イ
デ
ル
ベ
ル
ク
の
中
心
地
的
機
能
を
高
め
る
こ
と
に
な
っ

（
（1
（

た
。

お
わ
り
に
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こ
の
よ
う
な
中
心
地
と
し
て
の
発
展
の
一
方
で
、
ハ
イ
デ
ル
ベ
ル
ク
市
に
お
け
る
市
民
自
治
の
展
開
は
、
宮
中
伯
に
よ
っ
て
制
約
さ
れ
て

い
た
。
市
長
職
と
都
市
参
事
会
員
職
へ
の
就
任
が
宮
中
伯
の
同
意
の
も
と
に
行
わ
れ
る
べ
き
こ
と
は
、
一
三
五
七
年
に
都
市
側
に
よ
っ
て
改

め
て
承
認
さ
れ
た
。
そ
れ
に
と
ど
ま
ら
ず
、
宮
中
伯
は
場
合
に
よ
っ
て
は
こ
れ
ら
の
職
の
任
免
を
み
ず
か
ら
行
う
こ
と
も
で
き
る
も
の
と
さ

れ
（
（1
（

た
。

　

確
か
に
、
ル
ー
プ
レ
ヒ
ト
一
世
の
移
動
行
動
が
あ
い
か
わ
ら
ず
活
発
で
あ
る
こ
と
は
見
逃
さ
れ
る
べ
き
で
は
な
い

（
（1
（

が
、
他
方
で
こ
う
し
た

宮
廷
所
在
地
形
成
の
進
展
は
、
中
世
後
期
ド
イ
ツ
に
お
け
る
支
配
の
濃
密
化
を
反
映
し
、
そ
の
動
き
を
更
に
促
進
す
る
も
の
で
あ
っ
た
と
言

え
る
。
ル
ー
プ
レ
ヒ
ト
一
世
の
治
世
は
こ
の
面
で
、
プ
フ
ァ
ル
ツ
領
邦
と
そ
の
影
響
圏
の
歴
史
の
中
で
、
大
き
な
意
義
を
有
し
て
い
た
と
見

る
こ
と
が
で
き
る
。

　

ハ
イ
デ
ル
ベ
ル
ク
の
宮
廷
所
在
地
と
し
て
の
発
展
は
、
ル
ー
プ
レ
ヒ
ト
一
世
の
死
後
も
大
き
な
断
絶
な
く
継
続
さ
れ
た
。
一
三
九
二
年
に

は
、
ル
ー
プ
レ
ヒ
ト
二
世
が
、
近
傍
の
豊
か
な
村
ベ
ル
ク
ハ
イ
ムBergheim

を
ハ
イ
デ
ル
ベ
ル
ク
に
併
合
し
、
こ
れ
に
よ
り
市
域
は
旧
市

の
西
側
へ
一
気
に
二
倍
近
く
拡
大
さ
れ

（
（1
（

た
。
更
に
国
王
ル
ー
プ
レ
ヒ
ト
の
も
と
で
、
前
述
の
よ
う
に
家
門
の
宗
教
的
中
心
と
し
て
聖
霊
参
事

会
教
会H

eiliggeiststift

も
ハ
イ
デ
ル
ベ
ル
ク
に
設
立
さ
れ

（
（1
（

る
。
一
五
世
紀
の
間
に
、
ハ
イ
デ
ル
ベ
ル
ク
の
城
は
、
時
代
に
合
っ
た
軍
事
・

統
治
・
居
住
設
備
を
備
え
た
居
城Schloss

へ
と
拡
張
さ
れ

（
（1
（

た
。
一
四
五
七
年
に
宮
中
伯
フ
リ
ー
ド
リ
ヒ
一
世
は
書
記
局
用
に
ハ
イ
デ
ル
ベ

ル
ク
市
内
の
建
物
を
購
入
し
、
そ
れ
が
一
四
六
二
年
に
消
失
し
た
後
は
城
の
近
く
に
別
の
建
物
を
建
て
さ
せ
た
が
、
そ
こ
に
は
書
記
局
以
外

に
顧
問
の
会
議
室
と
宮
廷
裁
判
所
用
の
会
議
室
も
所
在
し
て
い

（
（1
（

た
。
都
市
の
人
口
自
体
は
一
五
世
紀
中
頃
に
も
ま
だ
五
〇
〇
〇
人
程
度
と
推

定
さ
れ
る
と
は
い

（
（1
（

え
、
ハ
イ
デ
ル
ベ
ル
ク
は
こ
の
よ
う
に
し
て
、
近
世
的
な
居
城
と
官
庁
を
備
え
た
領
邦
首
都
へ
と
発
展
し
て
い
っ
た
の
で

あ
る
。

　

宮
廷
所
在
地
の
形
成
の
反
面
と
し
て
、
ハ
イ
デ
ル
ベ
ル
ク
の
宮
廷
に
集
ま
る
多
数
の
人
員
を
い
か
に
養
う
か
は
、
一
つ
の
大
き
な
問
題
と
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な
っ

（
（1
（

た
。
宮
廷
に
必
要
な
物
資
は
、
ハ
イ
デ
ル
ベ
ル
ク
近
く
の
宮
中
伯
所
領
な
ど
か
ら
供
給
さ
れ
た
と
考
え
ら
れ
る
が
、
中
世
末
に
は
、
所

領
か
ら
の
現
物
供
給
は
後
退
し
、
都
市
の
市
場
を
通
じ
た
調
達
の
比
重
が
高
ま
っ

（
（1
（

た
。
宮
廷
関
係
の
人
員
は
城
の
近
く
に
居
住
し
て
お
り
、

ま
た
宮
廷
の
人
員
は
独
自
の
兄
弟
団
（bruderschafft dez hofgesindes

）
を
も
結
成
し
て
い

（
（2
（

た
。
ハ
イ
デ
ル
ベ
ル
ク
市
の
都
市
参
事
会

員
の
中
に
も
、こ
の
兄
弟
団
の
メ
ン
バ
ー
に
な
っ
て
い
る
者
が
お
り
、宮
廷
都
市
と
し
て
の
ハ
イ
デ
ル
ベ
ル
ク
市
の
性
格
を
う
か
が
わ
せ
る
。

宮
中
伯
フ
ィ
リ
ッ
プ
の
も
と
で
一
五
〇
〇
年
に
制
定
さ
れ
た
調
理
所
規
則K

üchenordnung

は
、
宮
廷
で
宮
廷
構
成
員
に
供
さ
れ
る
食
材

に
つ
い
て
規
定
し
て
い
る
が
、
高
価
な
香
辛
料
な
ど
の
管
理
を
強
め
、
コ
ス
ト
を
削
減
し
よ
う
と
い
う
君
主
側
の
意
向
を
示
し
て
い

（
（2
（

る
。

　

以
上
の
よ
う
な
、
中
世
後
期
に
お
け
る
ハ
イ
デ
ル
ベ
ル
ク
の
発
展
は
、
君
主
の
宮
廷
を
中
心
と
す
る
領
邦
支
配
の
発
展
を
反
映
す
る
現
象

で
あ
っ
た
。
そ
の
際
、
領
邦
君
主
の
も
と
で
の
官
庁
の
形
成
に
と
ど
ま
ら
ず
、
宮
廷
の
維
持
と
そ
こ
で
の
儀
式
、
宗
教
的
・
学
問
的
中
心
の

確
立
と
い
っ
た
幅
広
い
中
心
地
機
能
が
集
積
さ
れ
て
い
っ
た
の
で
あ
っ
た
。
狭
義
の
領
邦
支
配
の
外
へ
放
射
さ
れ
る
影
響
力
を
含
め
て
、
宮

廷
所
在
地
に
は
宮
中
伯
の
支
配
の
広
が
り
が
映
し
出
さ
れ
て
い
た
の
で
あ
る
。

（
ｇ
）
文
化
的
中
心
と
し
て
の
宮
廷

　

ハ
イ
デ
ル
ベ
ル
ク
で
展
開
さ
れ
る
文
化
活
動
も
ま
た
、
プ
フ
ァ
ル
ツ
領
邦
と
そ
の
影
響
力
の
発
展
を
示
す
一
つ
の
指
標
で
あ
る
。
特
に
、

一
五
世
紀
後
半
の
宮
中
伯
フ
リ
ー
ド
リ
ヒ
一
世
お
よ
び
フ
ィ
リ
ッ
プ
の
も
と
で
、
ハ
イ
デ
ル
ベ
ル
ク
の
プ
フ
ァ
ル
ツ
宮
廷
は
ド
イ
ツ
に
お
け

る
初
期
人
文
主
義
の
中
心
の
一
つ
と
な
っ

（
（2
（

た
。

　

既
に
一
四
世
紀
末
以
来
、
宮
廷
に
お
い
て
、
宮
中
伯
や
そ
の
妻
の
た
め
の
翻
訳
や
写
本
作
成
が
行
わ
れ
た
こ
と
が
知
ら
れ
て
い
る
。
ル
ー

ト
ヴ
ィ
ヒ
三
世
は
、
一
五
〇
以
上
の
神
学
・
法
学
・
医
学
関
係
の
写
本
を
持
ち
、
こ
の
コ
レ
ク
シ
ョ
ン
は
彼
の
死
後
ハ
イ
デ
ル
ベ
ル
ク
大
学

に
遺
贈
さ
れ
て
大
学
蔵
書
の
重
要
な
部
分
を
構
成
す
る
こ
と
に
な
っ
た
。フ
リ
ー
ド
リ
ヒ
一
世
も
、一
〇
〇
以
上
の
写
本
を
含
む
コ
レ
ク
シ
ョ
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ン
を
有
し
、
そ
の
四
分
の
一
は
古
典
作
家
の
作
品
で
あ
っ

（
（2
（

た
。
一
五
世
紀
後
半
に
は
、
君
主
子
弟
の
教
師
と
し
て
も
、
学
者
が
招
か
れ
た
。

　

フ
リ
ー
ド
リ
ヒ
一
世
の
も
と
で
、
ペ
ー
タ
ー
・
ル
ー
ダ
ーPeter Luder

、
ペ
ト
ル
ス
・
ア
ン
ト
ニ
ウ
ス
・
デ
・
ク
ラ
ピ
スPetrus 

A
ntonius de Clapis

、
ヤ
ー
コ
プ
・
ヴ
ィ
ム
プ
フ
ェ
リ
ン
グJakob W

im
pfeling

な
ど
の
人
文
主
義
者
が
宮
廷
で
活
動
し
た
。
彼
ら
は
フ

リ
ー
ド
リ
ヒ
の
地
位
と
行
動
を
正
当
化
す
る
た
め
の
文
筆
活
動
を
も
展
開
し

（
（2
（

た
。
こ
の
う
ち
、
ペ
ー
タ
ー
・
ル
ー
ダ
ー
は
、
ハ
イ
デ
ル
ベ
ル

ク
大
学
で
自
由
学
芸
を
学
ん
だ
後
、
イ
タ
リ
ア
へ
向
か
い
、
フ
ェ
ラ
ー
ラ
で
特
に
ヴ
ェ
ロ
ー
ナ
の
グ
ア
リ
ー
ノGuarino

に
学
ん
だ
他
、
パ

ド
ヴ
ァ
大
学
で
も
勉
学
し

（
（2
（

た
。
彼
は
一
四
五
六
年
に
フ
リ
ー
ド
リ
ヒ
一
世
に
よ
っ
て
ハ
イ
デ
ル
ベ
ル
ク
に
招
か
れ
る
。
そ
の
人
文
主
義
的
学

風
は
、
ハ
イ
デ
ル
ベ
ル
ク
大
学
の
学
者
た
ち
か
ら
は
抵
抗
を
受
け
る
が
、
宮
廷
で
は
支
持
者
を
見
い
だ
し

（
（2
（

た
。
一
四
五
八
年
に
は
、
フ
リ
ー

ド
リ
ヒ
一
世
の
た
め
の
称
賛
演
説
を
発
表

（
（2
（

し
、
一
四
六
〇
年
に
も
宮
中
伯
の
た
め
に
別
の
詩
を
作
る

（
（2
（

が
、
同
年
の
う
ち
に
ハ
イ
デ
ル
ベ
ル
ク

か
ら
去
っ
た
。

　

ま
た
、
北
イ
タ
リ
ア
の
リ
グ
リ
ア
出
身
の
ペ
ト
ル
ス
・
ア
ン
ト
ニ
ウ
ス
・
デ
・
ク
ラ
ピ
ス
は
、
人
文
主
義
者
マ
リ
オ
・
フ
ィ
レ
ル
フ
ォ

M
ario Filelfo

に
学
び
、
一
四
六
四
年
か
ら
バ
ー
ゼ
ル
大
学
の
自
由
学
芸
学
部
で
教
え
、
翌
一
四
六
五
年
に
は
同
大
学
で
ロ
ー
マ
法
の
学

位
も
取
得
し

（
（2
（

た
。
し
か
し
彼
は
、
既
に
同
年
の
う
ち
に
ハ
イ
デ
ル
ベ
ル
ク
に
移
り
、
宮
中
伯
フ
リ
ー
ド
リ
ヒ
一
世
に
仕
え
た
。
彼
は
既
に

一
四
六
四
年
に
フ
リ
ー
ド
リ
ヒ
に
君
主
鑑
を
献
呈
し
て
い

（
（3
（

た
。
ペ
ト
ル
ス
は
フ
リ
ー
ド
リ
ヒ
一
世
の
宮
廷
で
、
そ
の
人
文
主
義
的
学
識
を
生

か
し
て
地
歩
を
占
め
た

（
（3
（

他
、
特
に
教
皇
庁
へ
の
使
節
と
し
て
何
度
も
派
遣
さ
れ

（
（3
（

た
。

　

宮
中
伯
フ
ィ
リ
ッ
プ
の
宮
廷
も
ま
た
、
人
文
主
義
者
の
活
動
の
舞
台
と
な
っ
た
。
コ
ン
ラ
ー
ト
・
ケ
ル
テ
ィ
スConrad Celtis

は
、

一
四
九
五
年
に
ハ
イ
デ
ル
ベ
ル
ク
で
、イ
タ
リ
ア
各
地
の
手
本
に
な
ら
っ
て
ド
イ
ツ
で
初
め
て
の
人
文
主
義
ア
カ
デ
ミ
ー
を
設
立
し

（
（3
（

た
。ヤ
ー

コ
プ
・
ヴ
ィ
ム
プ
フ
ェ
リ
ン
グ
も
、
一
四
九
八
年
に
、
宮
中
伯
フ
ィ
リ
ッ
プ
の
息
子
フ
ィ
リ
ッ
プ
お
よ
び
ル
ー
ト
ヴ
ィ
ヒ
五
世
に
献
呈
し
た

君
主
鑑
を
執
筆
し

（
（3
（

た
。
そ
れ
ま
で
主
に
ヴ
ュ
ル
テ
ン
ベ
ル
ク
の
宮
廷
で
活
動
し
て
い
た
ヨ
ハ
ネ
ス
・
ロ
イ
ヒ
リ
ンJohannes Reuchlin

も
、
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宮
中
伯
フ
ィ
リ
ッ
プ
の
息
子
た
ち
の
教
師
と
し
て
ハ
イ
デ
ル
ベ
ル
ク
に
迎
え
ら
れ
、
書
記
局
長K

anzler

の
ヨ
ハ
ン
・
フ
ォ
ン
・
ダ
ル
ベ
ル

クJohann von D
alberg

を
は
じ
め
と
す
る
人
文
主
義
者
た
ち
と
交
際
し

（
（3
（

た
。

　

君
主
本
人
以
外
に
は
、
書
記
局
長
の
ル
ー
ト
ヴ
ィ
ヒ
・
フ
ォ
ン
・
ア
ス
トLudw

ig von A
st

、
マ
テ
ィ
ア
ス
・
ラ
ム
ン
グM

atthias 

Ram
ung

、
前
述
の
ヨ
ハ
ン
・
フ
ォ
ン
・
ダ
ル
ベ
ル
ク
ら
が
人
文
主
義
者
サ
ー
ク
ル
の
援
助
者
で
あ
っ

（
（3
（

た
。

　

ま
た
マ
テ
ィ
ア
ス
・
フ
ォ
ン
・
ケ
ム
ナ
ー
トM

atthias von K
em

nath

、
ミ
ッ
ヒ
ェ
ル
・
ベ
ハ
イ
ムM

ichel Beheim

、
ラ
イ
ン
ボ
ル
ト
・

シ
ュ
レ
ヒ
トReinbold Slecht

ら
に
よ
る
、
宮
廷
と
そ
の
周
辺
で
成
立
し
た
歴
史
叙
述
も
、
宮
中
伯
フ
リ
ー
ド
リ
ヒ
一
世
の
た
め
に
実
用

的
機
能
を
果
た
し

（
（3
（

た
。
例
え
ば
、
マ
テ
ィ
ア
ス
・
フ
ォ
ン
・
ケ
ム
ナ
ー
ト
の
年
代
記
は
、
帝
国
史
・
教
会
史
・
地
方
史
に
関
す
る
記
述
と
系

譜
的
情
報
に
よ
っ
て
、
プ
フ
ァ
ル
ツ
の
帝
国
・
教
会
政
策
に
歴
史
的
根
拠
素
材
を
提
供
し
、
フ
リ
ー
ド
リ
ヒ
一
世
の
問
題
含
み
の
支
配
掌
握

を
正
当
化
し
て
、
そ
れ
を
皇
帝
フ
リ
ー
ド
リ
ヒ
三
世
や
そ
の
他
の
プ
フ
ァ
ル
ツ
の
敵
対
者
か
ら
の
攻
撃
か
ら
擁
護
す
る
機
能
を
果
た
し
た
の

で
あ
っ

（
（3
（

た
。
ま
た
、
プ
フ
ァ
ル
ツ
宮
廷
で
は
一
五
世
紀
初
め
か
ら
、
宮
廷
合
唱
隊H

ofkantorei

の
存
在
が
史
料
上
確
認
さ
れ
、
一
五
世
紀

後
半
の
フ
リ
ー
ド
リ
ヒ
一
世
の
時
代
に
は
、
宮
中
伯
は
質
の
高
い
合
唱
隊
を
宮
廷
に
抱
え
て
い
た
他
、
当
時
先
進
的
で
あ
っ
た
低
地
地
方
の

音
楽
家
た
ち
を
も
宮
廷
に
迎
え
て
い

（
（3
（

た
。

　

一
四
七
四
年
に
上
プ
フ
ァ
ル
ツO

berpfalz

の
ア
ム
ベ
ル
クA

m
berg

で
行
わ
れ
た
宮
中
伯
後
継
者
フ
ィ
リ
ッ
プ
と
バ
イ
エ
ル
ン
・
ラ

ン
ズ
フ
ー
ト
公
ル
ー
ト
ヴ
ィ
ヒ
（
富
裕
公
）Ludw

ig der Reiche
の
娘
マ
ル
ガ
レ
ー
テ
と
の
結
婚
式
は
、
こ
の
時
代
の
プ
フ
ァ
ル
ツ
宮
廷

の
最
も
華
や
か
な
儀
式
の
一
つ
で
あ
っ

（
（4
（

た
。
こ
の
機
会
に
、
フ
ィ
リ
ッ
プ
の
上
プ
フ
ァ
ル
ツ
で
の
宮
廷
の
た
め
に
宮
廷
条
令H

ofordnung

も
制
定
さ
れ
て
い

（
（4
（

る
。

　

こ
う
し
て
プ
フ
ァ
ル
ツ
宮
廷
は
、特
に
一
五
世
紀
後
半
に
お
い
て
、文
化
的
中
心
と
し
て
も
旺
盛
な
活
力
と
高
い
威
信
を
示
し
た
の
で
あ
っ

た
。
こ
の
よ
う
な
宮
廷
を
維
持
・
展
開
す
る
こ
と
は
、
狭
義
の
領
邦
に
と
ど
ま
ら
ず
、
領
邦
外
に
広
が
る
ラ
イ
ン
宮
中
伯
の
政
治
的
影
響
力
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に
と
っ
て
も
、
少
な
か
ら
ぬ
意
味
を
持
っ
た
も
の
と
考
え
ら
れ
る
。

（
二
）
ハ
イ
デ
ル
ベ
ル
ク
大
学

　

ハ
イ
デ
ル
ベ
ル
ク
市
と
プ
フ
ァ
ル
ツ
宮
廷
の
発
展
に
と
っ
て
、
一
三
八
六
年
に
ハ
イ
デ
ル
ベ
ル
ク
大
学
が
設
立
さ
れ
た
こ
と
は
、
大
き
な

意
義
を
持
っ

（
（4
（

た
。
全
体
と
し
て
見
た
場
合
、
大
学
の
存
在
は
、
既
に
述
べ
た
ハ
イ
デ
ル
ベ
ル
ク
の
宮
廷
所
在
地
と
し
て
の
発
展
と
プ
フ
ァ
ル

ツ
宮
廷
に
お
け
る
統
治
の
学
識
化
傾
向
を
促
進
し
た
の
で
あ
る
。

　

大
学
創
設
に
は
、
一
三
七
八
年
の
教
会
大
分
裂
の
勃
発
と
い
う
全
ヨ
ー
ロ
ッ
パ
的
事
件
が
規
定
的
に
作
用
し

（
（4
（

た
。
フ
ラ
ン
ス
と
パ
リ
大
学

が
当
初
ア
ヴ
ィ
ニ
ヨ
ン
の
教
皇
を
支
持
し
た
の
に
対
し
て
、
ロ
ー
マ
支
持
の
ド
イ
ツ
出
身
の
教
師
・
学
生
は
パ
リ
を
離
れ
、
別
に
活
動
の
場

を
求
め
た
。
こ
の
動
向
を
背
景
に
、
宮
中
伯
ル
ー
プ
レ
ヒ
ト
一
世
は
、
ハ
イ
デ
ル
ベ
ル
ク
で
の
大
学
創
設
を
企
図
し
た
。
ロ
ー
マ
の
教
皇
ウ

ル
バ
ヌ
ス
六
世
の
創
立
特
権

（
（4
（

状
は
一
三
八
五
年
一
〇
月
に
作
成
さ
れ
、
一
三
八
六
年
六
月
に
宮
中
伯
の
も
と
へ
も
た
ら
さ
れ
た
。
実
際
に
講

義
が
開
始
さ
れ
た
の
は
同
年
一
〇
月
の
こ
と
で
あ
っ

（
（4
（

た
。
設
立
に
際
し
て
は
、例
え
ば
領
邦
統
治
に
あ
た
る
官
吏
を
養
成
す
る
と
い
っ
た「
実

務
的
」
目
的
で
は
な
く
、
既
に
大
学
を
擁
し
て
い
た
ル
ク
セ
ン
ブ
ル
ク
家
の
プ
ラ
ハ
や
ハ
ー
プ
ス
ブ
ル
ク
家
の
ヴ
ィ
ー
ン
に
対
抗
し
て
家
門

の
威
信
を
高
め
る
と
い
う
側
面
が
、
強
く
作
用
し
た
も
の
と
考
え
ら
れ

（
（4
（

る
。
ハ
イ
デ
ル
ベ
ル
ク
大
学
の
創
設
も
、
そ
の
意
味
で
、
中
世
後
期

ド
イ
ツ
の
領
邦
に
お
け
る
君
主
家
門
と
い
う
要
素
の
重
要
性
を
示
す
現
象
と
言
え
る
で
あ
ろ
う
。

　

教
師
と
し
て
大
学
設
立
を
主
導
し
た
の
は
、
パ
リ
で
教
え
て
い
た
マ
ル
シ
リ
ウ
ス
・
フ
ォ
ン
・
イ
ン
ゲ
ンM

arsilius von Inghen

で

あ
っ

（
（4
（

た
。
当
初
の
大
学
の
組
織
は
パ
リ
を
模
範
と
す
る
も
の
だ
っ
た

（
（4
（

が
、
一
三
八
六
年
か
ら
活
動
を
始
め
た
の
は
神
学
部
と
自
由
学
芸
学
部

で
、
法
学
部
と
医
学
部
の
開
始
は
や
や
遅
れ
た
よ
う
で
あ
る
。
ま
た
パ
リ
・
モ
デ
ル
は
そ
の
後
、
ハ
イ
デ
ル
ベ
ル
ク
の
実
情
に
合
わ
せ
て
修
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正
さ
れ
、
例
え
ば
同
郷
団natio

シ
ス
テ
ム
は
廃
止
さ
れ
、
学
頭rector

は
自
由
学
芸
学
部
の
み
か
ら
で
な
く
、
四
学
部
か
ら
選
ば
れ
る
よ

う
に
な
っ

（
（4
（

た
。

　

大
学
の
財
政
的
基
盤
は
、
一
三
九
八
年
に
シ
ュ
パ
イ
ア
ー
、
ヴ
ォ
ル
ム
ス
な
ど
の
八
つ
の
教
会
の
合
計
一
二
の
参
事
会
員
聖
職
禄
が
ロ
ー

マ
の
教
皇
ボ
ニ
フ
ァ
テ
ィ
ウ
ス
九
世
の
特
権
状
に
よ
り
大
学
に
統
合
さ

（
（5
（

れ
、
ま
た
一
四
一
三
年
に
ハ
イ
デ
ル
ベ
ル
ク
の
聖
霊
参
事
会
教
会

H
eiliggeiststift

の
九
つ
の
参
事
会
員
聖
職
禄
が
大
学
の
た
め
に
確
保
さ
れ
る
な
ど
し

（
（5
（

て
、
拡
充
さ
れ
た
。
そ
れ
に
伴
い
、
設
立
当
初
は
三

人
に
す
ぎ
な
か
っ
た
教
師
陣
も
増
員
さ
れ
、
一
四
一
三
年
以
後
に
は
、
神
学
部
三
、
法
学
部
三
、
医
学
部
一
、
自
由
学
芸
学
部
六
の
講
座
を

数
え
る
に
至
っ

（
（5
（

た
。
最
初
の
世
代
の
教
師
た
ち
は
、
前
述
の
よ
う
に
パ
リ
か
ら
や
っ
て
き
た
他
、
ド
イ
ツ
人
と
チ
ェ
コ
人
の
対
立
が
激
し
く

な
っ
て
い
た
プ
ラ
ハ
大
学
か
ら
も
数
多
く
移
っ
て
き
て
お

（
（5
（

り
、
教
師
陣
の
面
で
ハ
イ
デ
ル
ベ
ル
ク
が
こ
の
対
立
か
ら
も
利
を
得
た
こ
と
が
う

か
が
わ
れ
る
。
法
学
部
で
ロ
ー
マ
法
の
講
座
が
正
式
に
設
け
ら
れ
た
の
は
、
ド
イ
ツ
の
大
半
の
大
学
と
同
様
か
な
り
遅
く
、
一
四
五
二
年
に

な
っ
て
か
ら
で
あ
っ

（
（5
（

た
。

　

ハ
イ
デ
ル
ベ
ル
ク
を
訪
れ
る
学
生
の
数
は
、
ド
イ
ツ
各
地
に
お
け
る
大
学
新
設
に
も
影
響
さ
れ
て
、
創
立
当
初
を
除
け
ば
ド
イ
ツ
の
大
学

の
中
で
も
少
な
い
方
で
あ

（
（5
（

り
、
ま
た
多
く
の
大
学
所
在
地
と
同
様
、
学
生
と
市
民
と
の
間
の
対
立
も
絶
え
な
か
っ
た
と
は
い

（
（5
（

え
、
大
学
の
存

在
は
ハ
イ
デ
ル
ベ
ル
ク
市
の
発
展
に
と
っ
て
重
要
な
刺
激
と
な
っ

（
（5
（

た
。
ま
た
、
ハ
イ
デ
ル
ベ
ル
ク
大
学
の
教
師
た
ち
は
、
既
に
見
た
よ
う

に
、
宮
中
伯
宮
廷
の
顧
問
な
ど
と
し
て
宮
中
伯
の
統
治
を
支
え
、
と
り
わ
け
一
五
世
紀
に
進
展
し
た
政
治
・
外
交
の
学
識
化
の
中
で
、
宮
中

伯
に
と
っ
て
不
可
欠
の
存
在
に
な
っ
て
い
っ
た
。
こ
の
よ
う
な
意
味
で
、
ハ
イ
デ
ル
ベ
ル
ク
大
学
は
宮
中
伯
支
配
の
基
盤
の
一
つ
と
な
っ
た

の
で
あ
る
。
そ
れ
に
対
応
し
て
宮
中
伯
の
側
も
、
時
に
積
極
的
に
大
学
へ
介
入
し
た
。
例
え
ば
宮
中
伯
フ
リ
ー
ド
リ
ヒ
一
世
は
、
一
四
五
二

年
に
大
学
の
組
織
や
教
育
を
改
革
し
、
名
目
論
と
実
在
論
の
対
立
に
関
し
て
両
派
の
同
権
の
確
保
に
つ
と
め

（
（5
（

た
。
こ
の
宮
中
伯
の
も
と
で
、

ハ
イ
デ
ル
ベ
ル
ク
大
学
は
、
教
師
の
構
成
、
学
生
の
出
身
地
と
学
業
後
の
活
動
先
な
ど
の
点
で
、
近
世
的
な
領
邦
大
学
と
し
て
の
性
格
を
強
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め
て
い
く
こ
と
に
な
っ

（
（5
（

た
。
ま
た
彼
は
、
前
述
の
よ
う
に
、
ペ
ー
タ
ー
・
ル
ー
ダ
ー
を
ハ
イ
デ
ル
ベ
ル
ク
大
学
に
招
聘
し
た
が
、
大
学
で
は

一
部
の
教
師
が
人
文
主
義
を
受
け
入
れ
た
に
過
ぎ
ず
、
プ
フ
ァ
ル
ツ
に
お
け
る
人
文
主
義
は
既
述
の
よ
う
に
宮
廷
を
拠
点
に
展
開
し
た
の
で

あ
っ

（
（6
（

た
。

（
三
）
ア
ム
ト
制
と
地
方
行
財
政

　

中
世
後
期
ド
イ
ツ
の
領
邦
に
お
い
て
、
君
主
が
有
す
る
諸
権
利
・
諸
収
入
は
、
次
第
に
ア
ム
ト
と
呼
ば
れ
る
単
位
に
ま
と
め
ら
れ
て
管
理

さ
れ
る
よ
う
に
な
り
、
そ
れ
ぞ
れ
の
ア
ム
ト
は
空
間
的
に
も
徐
々
に
管
轄
の
境
界
を
有
す
る
よ
う
に
な
っ
て
い
っ

（
（6
（

た
。
そ
の
よ
う
な
展
開
に

よ
っ
て
、
領
邦
君
主
の
支
配
は
時
間
を
か
け
な
が
ら
も
よ
り
深
く
社
会
の
下
の
層
へ
及
ん
で
い
く
こ
と
と
な
っ
た
。

　

プ
フ
ァ
ル
ツ
の
支
配
拡
大
に
と
っ
て
、
王
権
か
ら
の
質
入
れ
が
非
常
に
大
き
な
意
味
を
持
っ
て
い
た
こ
と
は
前
述
し
た
が
、
宮
中
伯

は
そ
れ
以
外
に
も
、
近
隣
勢
力
か
ら
の
質
入
れ
や
購
入
に
よ
り
、
支
配
を
拡
大
し
て
い
っ

（
（6
（

た
。
例
え
ば
一
三
四
九
年
に
は
、
ブ
レ
ッ
テ

ンBretten

が
エ
ー
バ
ー
シ
ュ
タ
イ
ンEberstein
伯
か
ら
購
入
さ

（
（6
（

れ
、
一
三
五
八
年
ま
で
に
は
ジ
ン
メ
ル
ンSim

m
ern

が
ラ
ウ
グ
ラ
ー

フRaugraf

か
ら
獲
得
さ
れ

（
（6
（

た
。
一
三
七
〇
年
に
は
ラ
ー
デ
ン
ブ
ル
クLadenburg

の
半
分
が
、
ヴ
ォ
ル
フ
・
フ
ォ
ン
・
メ
ッ
ケ
ン
ハ
イ

ムW
olf von M

eckenheim

ら
下
級
貴
族
た
ち
か
ら
購
入
さ

（
（6
（

れ
、
そ
の
他
、
ボ
ラ
ン
デ
ンBolanden

お
よ
び
ツ
ヴ
ァ
イ
ブ
リ
ュ
ッ
ケ
ン

Zw
eibrücken

伯
領
の
半
分
な
ど
が
獲
得
さ
れ

（
（6
（

た
。
こ
の
よ
う
に
集
積
さ
れ
て
い
っ
た
土
地
支
配
、
そ
の
他
の
収
入
源
、
地
方
に
お
け
る

裁
判

（
（6
（

権
な
ど
は
、
プ
フ
ァ
ル
ツ
で
も
ア
ム
ト
に
ま
と
め
ら
れ
て
い

（
（6
（

く
。
ア
ム
ト
に
は
、
名
称
は
さ
ま
ざ
ま
だ
が
、
家
人
や
貴
族
出
身
の
責
任

者
が
置
か
れ
、
宮
中
伯
を
代
理
し
た
。

　

地
方
行
財
政
の
役
職
と
し
て
は
、
既
に
一
三
世
紀
前
半
か
ら
ハ
イ
デ
ル
ベ
ル
ク
の
フ
ォ
ー
ク
トV

ogt

の
存
在
が
知
ら
れ

（
（6
（

る
。
ま
た
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一
二
六
二
年
に
は
ノ
イ
シ
ュ
タ
ッ
トN

eustadt a. d. H
aardt

（a. d. W
einstraße

）
の
フ
ォ
ー
ク
ト
が
史
料
に
登
場
す

（
（7
（

る
。
こ
れ
と

は
別
に
一
三
世
紀
後
半
に
は
、
ラ
イ
ン
の
ヴ
ィ
ッ
ツ
ト
ゥ
ー
ムV

itztum

が
ラ
イ
ン
地
方
全
体
に
お
け
る
宮
中
伯
の
代
理
人
と
し
て
登
場

す
（
（7
（

る
。
と
り
わ
け
一
二
八
〇
、九
〇
年
代
に
は
、
ハ
イ
ン
リ
ヒ
・
フ
ォ
ン
・
ザ
ク
セ
ン
ハ
ウ
ゼ
ンH

einrich von Sachsenhausen

が
ラ
イ

ン
の
ヴ
ィ
ッ
ツ
ト
ゥ
ー
ム
と
し
て
活
動
し
て
い

（
（7
（

る
。
ル
ー
ド
ル
フ
一
世
の
も
と
で
も
、
ゴ
ッ
ト
フ
リ
ー
ト
・
デ
ア
・
パ
ウ
ラ
ーGottfried 

der Pauler

を
は
じ
め
と
し
て
、
何
人
か
の
ラ
イ
ン
の
ヴ
ィ
ッ
ツ
ト
ゥ
ー
ム
が
任
命
さ
れ

（
（7
（

た
。
こ
れ
ら
の
ヴ
ィ
ッ
ツ
ト
ゥ
ー
ム
は
君
主
の
分

身
と
し
て
、
司
法
・
軍
事
・
財
務
上
の
統
治
行
為
を
行
っ

（
（7
（

た
。
ま
た
、
ル
ー
ド
ル
フ
一
世
の
も
と
で
、
ハ
イ
デ
ル
ベ
ル
ク
、
ノ
イ
シ
ュ
タ
ッ

ト
、
リ
ン
デ
ン
フ
ェ
ル
スLindnfels

、
バ
ッ
ハ
ラ
ッ
ハ Bacharach

の
フ
ォ
ー
ク
ト
が
史
料
に
登
場
す

（
（7
（

る
。

　

一
三
二
九
年
の
パ
ヴ
ィ
ア
条
約
の
後
、
お
そ
ら
く
ラ
イ
ン
の
ヴ
ィ
ッ
ツ
ト
ゥ
ー
ム
は
ハ
イ
デ
ル
ベ
ル
ク
の
ヴ
ィ
ッ
ツ
ト
ゥ
ー
ム
と
な
り
、

一
三
三
三
年
に
は
そ
れ
と
並
ん
で
ノ
イ
シ
ュ
タ
ッ
ト
の
ヴ
ィ
ッ
ツ
ト
ゥ
ー
ム
が
登
場
す

（
（7
（

る
。
そ
の
後
ハ
イ
デ
ル
ベ
ル
ク
の
ヴ
ィ
ッ
ツ
ト
ゥ
ー

ム
は
、
ク
ネ
ー
ベ
ルK

nebel

、
エ
ア
リ
ッ
ヒ
ハ
イ
ムErligheim

、
ロ
ー
ゼ
ン
ベ
ル
クRosenberg

な
ど
の
家
系
に
よ

（
（7
（

り
、
ノ
イ
シ
ュ
タ
ッ

ト
の
そ
れ
は
、
ク
ネ
ー
ベ
ル
、
ヒ
ル
シ
ュ
ホ
ル
ンH

irschhorn

、
ラ
ン
ト
シ
ャ
ー
ト
・
フ
ォ
ン
・
シ
ュ
タ
イ
ナ
ッ
ハLandschad von 

Steinach

、
ジ
ッ
キ
ン
ゲ
ンSickingen

な
ど
の
家
系
に
よ
り
占
め
ら
れ

（
（7
（

た
。
宮
廷
役
職
や
顧
問
の
所
で
既
に
見
た
よ
う
な
、
ラ
イ
ン
宮

中
伯
と
関
係
の
深
い
下
級
貴
族
、
特
に
ク
ラ
イ
ヒ
ガ
ウK

raichgau

の
下
級
貴
族
が
、
こ
う
し
た
地
方
役
職
の
面
で
も
重
き
を
な
し
て
い

た
わ
け
で
あ
る
。
他
に
一
三
五
〇
年
代
に
は
ア
ル
ツ
ァ
イA

lzey
の
ヴ
ィ
ッ
ツ
ト
ゥ
ー
ム
が
登
場
す

（
（7
（

る
。
こ
れ
ら
の
ヴ
ィ
ッ
ツ
ト
ゥ
ー
ム

も
、
や
は
り
そ
れ
ぞ
れ
の
地
点
に
お
い
て
宮
中
伯
本
人
の
分
身
の
役
割
を
果
た
し
、
収
入
徴
収
と
管
理
、
司
法
、
軍
事
な
ど
の
分
野
で
活
動

し
（
（8
（

た
。
ル
ー
プ
レ
ヒ
ト
一
世
の
も
と
で
は
、
ブ
レ
ッ
テ
ン
、
ゲ
ル
マ
ー
ス
ハ
イ
ムGerm

ersheim

、
ハ
イ
デ
ル
ベ
ル
ク
、
リ
ン
デ
ン
フ
ェ

ル
ス
、
モ
ス
バ
ッ
ハM

osbach

な
ど
の
地
点
で
フ
ォ
ー
ク
ト
が
登
場
す

（
（8
（

る
。
他
に
、
特
に
財
務
を
担
当
し
、
ま
た
ヴ
ィ
ッ
ツ
ト
ゥ
ー
ム
の

代
理
や
文
書
の
保
管
に
も
あ
た
っ
た
地
方
書
記Landschreiber

が
、
ハ
イ
デ
ル
ベ
ル
ク
、
ノ
イ
シ
ュ
タ
ッ
ト
、
オ
ッ
ペ
ン
ハ
イ
ム
で
知
ら
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れ
（
（8
（

る
。

　

こ
の
よ
う
な
ア
ム
ト
を
通
じ
た
地
方
行
財
政
の
た
め
に
、さ
ま
ざ
ま
な
文
書
も
作
成
・
運
用
さ
れ
た
。
最
古
の
所
領
台
帳U

rbar

と
し
て
、

一
三
六
九
年
の
も
の
が
伝
わ
っ
て
い

（
（8
（

る
。
い
わ
ゆ
る
ハ
イ
デ
ル
ベ
ル
ク
の
ア
ム
ト
台
帳H

eidelberger A
m
tsbuch

で
、
ハ
イ
デ
ル
ベ
ル

ク
と
ブ
レ
ッ
テ
ン
を
除
く
ラ
イ
ン
右
岸
に
お
け
る
宮
中
伯
の
諸
権
利
・
諸
収
入
を
記
載
し
て
い
る
が
、
お
そ
ら
く
未
完
に
終
わ
っ
た
も
の
と

考
え
ら
れ
て
い
る
。

　

ヴ
ィ
ッ
ツ
ト
ゥ
ー
ム
、
フ
ォ
ー
ク
ト
、
お
よ
び
後
述
の
流
通
税
徴
収
に
あ
た
っ
た
税
関
吏Zöllner

ら
の
地
方
役
人
は
、
遅
く
と
も
一
四

世
紀
後
半
に
は
、
宮
中
伯
に
会
計
報
告
を
行
う
よ
う
求
め
ら
れ
て
い
た
ら
し
い
。
ま
た
宮
中
伯
の
方
は
、
も
た
ら
さ
れ
た
収
入
に
つ
い
て
受

取
証
を
発
行
し
た
よ
う
で
あ
る
。
そ
の
よ
う
な
宮
中
伯
と
地
方
役
人
と
の
や
り
と
り
に
お
い
て
、
決
算
の
結
果
、（
役
人
が
任
期
中
自
己
の

出
費
で
活
動
し
て
い
た
た
め
に
）
宮
中
伯
の
方
が
役
人
に
対
し
て
債
務
を
負
っ
た
状
態
に
な
っ
て
い
る
例
が
見
ら
れ
る
の
は
、
中
世
後
期
の

統
治
の
実
情
を
う
か
が
わ
せ
る
現
象
と
言
え

（
（8
（

る
。
ま
た
ル
ー
プ
レ
ヒ
ト
一
世
の
も
と
で
、
一
般
の
地
方
役
人
の
会
計
報
告
が
現
地
で
行
わ
れ

た
の
に
対
し
て
、
流
通
税
関
係
の
報
告
は
ハ
イ
デ
ル
ベ
ル
ク
で
な
さ
れ
て
お
り
、
財
務
管
理
分
野
に
お
け
る
集
権
化
傾
向
と
し
て
注
目
さ

れ
（
（8
（

る
。
も
っ
と
も
、プ
フ
ァ
ル
ツ
中
央
に
お
い
て
財
務
機
関
が
確
立
す
る
の
は
、前
述
の
よ
う
に
一
五
世
紀
後
半
に
な
っ
て
か
ら
で
あ
っ
た
。

　

城
塞
も
、
プ
フ
ァ
ル
ツ
の
地
方
統
治
に
と
っ
て
本
質
的
な
重
要
性
を
持
っ
て
い

（
（8
（

た
。
宮
中
伯
は
、
後
述
の
よ
う
な
レ
ー
ン
と
し
て
授
与

す
る
城
塞
と
は
別
に
、
自
前
の
城
塞
を
獲
得
・
建
設
・
保
持
し
た
。
城
塞
の
責
任
者
と
し
て
、
ア
ル
ツ
ァ
イ
、
ア
ル
テ
ン
・
バ
ウ
ム
ブ
ル

クA
lten-Baum

burg

、
カ
ウ
プ K

aub

、
エ
ー
レ
ン
ブ
ル
クEhrenburg

、
フ
ュ
ル
ス
テ
ン
ベ
ル
クFürstenberg

、
ゲ
ル
マ
ー
ス
ハ
イ

ム
、
ゴ
レ
ン
フ
ェ
ル
スGollenfels

、
ハ
ン
マ
ー
シ
ュ
タ
イ
ンH

am
m
erstein

、
ヘ
ム
ス
バ
ッ
ハH

em
sbach

、
ル
ー
プ
レ
ヒ
ツ
エ
ッ
ク

Ruprechtseck

、
シ
ュ
タ
ー
ル
ベ
ル
クStahlberg

、
シ
ュ
タ
ー
レ
ッ
クStahleck
、
シ
ュ
ト
ル
ツ
ェ
ン
エ
ッ
クStolzeneck

、
シ
ュ
ト
ロ

ム
ベ
ル
クStrom

berg

、
ト
リ
ー
フ
ェ
ル
スT

rifels

、
ヴ
ァ
ッ
ヒ
ェ
ン
ハ
イ
ムW

achenheim

、
ヴ
ィ
ル
ト
ベ
ル
クW

ildberg

の
各
城
で
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ブ
ル
ク
グ
ラ
ー
フBurggraf

の
存
在
が
知
ら
れ

（
（8
（

る
。
特
に
、
カ
ウ
プ
、
フ
ュ
ル
ス
テ
ン
ベ
ル
ク
、
シ
ュ
タ
ー
ル
ベ
ル
ク
、
シ
ュ
ト
ロ
ム
ベ

ル
ク
の
ブ
ル
ク
グ
ラ
ー
フ
は
比
較
的
多
く
の
史
料
に
登
場
し
て
い
る
。

　

こ
れ
ら
の
城
塞
に
は
、
主
に
下
級
貴
族
が
ブ
ル
ク
マ
ン
の
地
位
を
占
め
、
ブ
ル
ク
レ
ー
ン
な
ど
を
得
て
、
見
返
り
に
城
塞
守
備
に
あ
た
っ

た
。
ブ
ル
ク
レ
ー
ン
の
受
領
は
、
本
来
城
塞
駐
屯
の
義
務
を
伴
っ
た
が
、
一
四
世
紀
に
は
緩
和
さ
れ
て
、
駐
屯
の
代
理
も
許
容
さ
れ

（
（8
（

た
。

ル
ー
プ
レ
ヒ
ト
一
世
の
も
と
で
は
、
ア
ル
ツ
ァ
イ
、
バ
ッ
ハ
ラ
ッ
ハBachrach

、
カ
イ
ザ
ー
ス
ラ
ウ
テ
ル
ンK

aiserslautern

、
カ
ウ
プ
、

キ
ル
ケ
ルK

irkel

、
フ
ュ
ル
ス
テ
ン
ベ
ル
ク
、
ゲ
ル
マ
ー
ス
ハ
イ
ム
、
ハ
ビ
ッ
ツ
ハ
イ
ムH

abitzheim

、
ハ
ッ
ツ
ハ
イ
ムH

atsheim

、

ハ
イ
デ
ル
ベ
ル
ク
、
ヘ
ル
ツ
ォ
ー
ク
シ
ュ
タ
イ
ンH

erzogstein

、
リ
ン
デ
ン
フ
ェ
ル
ス
、
レ
ー
ヴ
ェ
ン
シ
ュ
タ
イ
ンLöw

enstein

、
ノ

イ
エ
ン
ブ
ル
クN

euenburg

、
オ
ッ
ペ
ン
ハ
イ
ムO

ppenheim

、
オ
ー
デ
ル
ン
ハ
イ
ムO

dernheim

、
プ
フ
ァ
ル
ツ
グ
ラ
ー
フ
ェ
ン
シ
ュ

タ
イ
ンPfalzgrafenstein

、
シ
ュ
ヴ
ァ
ー
プ
ス
ブ
ル
クSchw

absburg

、
シ
ュ
タ
ー
ル
ベ
ル
ク
、
シ
ュ
タ
ー
レ
ッ
ク
、
シ
ュ
ト
ラ
ー
レ

ン
ベ
ル
クStrahlenberg

、
シ
ュ
ト
ロ
ム
ベ
ル
ク
、
ザ
ウ
ア
ー
ブ
ル
クSauerburg

、
ヴ
ァ
イ
ン
ハ
イ
ムW

einheim

、
ヴ
ィ
ー
ス
ロ
ッ
ホ

W
iesloch

、
ヴ
ォ
ル
フ
ス
ベ
ル
クW
olfsberg

で
プ
フ
ァ
ル
ツ
の
ブ
ル
ク
マ
ン
の
存
在
が
確
認
さ
れ

（
（8
（

る
。

　

ラ
イ
ン
宮
中
伯
の
地
方
支
配
は
、
一
五
世
紀
後
半
の
フ
リ
ー
ド
リ
ヒ
一
世
の
時
代
に
、
彼
の
も
と
で
の
支
配
領
域
の
拡

（
（9
（

大
と
平
行
し
て
更

に
発
展
し
、
か
な
り
の
程
度
統
一
化
が
す
す
め
ら
れ

（
（9
（

た
。
ヴ
ィ
ッ
ツ
ト
ゥ
ー
ム
職
の
名
称
は
い
く
つ
か
の
地
点
で
維
持
さ
れ
た
が
、
そ
の
地

位
は
今
や
他
の
地
点
に
お
け
る
ア
ム
ト
マ
ン
と
同
列
に
な
っ
た
。
合
計
一
八
の
ア
ム
ト
は
、
オ
ー
バ
ー
ア
ム
トO

beram
t

と
ア
ム
ト
と
い

う
二
段
階
に
整
備
さ
れ
、
当
初
は
財
政
分
野
を
担
当
し
た
市
民
出
身
の
地
方
書
記Landschreiber

の
役
割
が
貴
族
出
身
の
ア
ム
ト
マ
ン
に

対
し
て
増
大
し
、
次
第
に
地
方
書
記
が
ア
ム
ト
に
お
け
る
実
質
的
な
責
任
者
と
な
っ

（
（9
（

た
。

　

フ
リ
ー
ド
リ
ヒ
一
世
は
ま
た
、
地
方
支
配
の
末
端
に
お
い
て
、
管
轄
な
ど
の
点
で
均
質
な
村
落
裁
判
所
の
設
立
に
つ
と
め

（
（9
（

た
。
村
落
裁
判

所
は
、
宮
中
伯
の
狭
義
の
土
地
支
配
に
対
し
て
だ
け
で
な
く
、
他
の
領
主
の
所
領
に
対
し
て
も
管
轄
権
を
主
張
し
た
。
村
落
裁
判
所
に
対
す
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る
支
配
権
は
、
な
お
か
な
り
の
地
点
で
別
の
領
邦
君
主
な
ど
に
よ
っ
て
プ
フ
ァ
ル
ツ
と
共
有
さ
れ
て
い
た
が
、
宮
中
伯
は
そ
の
排
除
を
す
す

め
て
い
っ

（
（9
（

た
。
も
っ
と
も
、
オ
ー
バ
ー
ア
ム
ト
・
ア
ル
ツ
ァ
イ
の
よ
う
に
プ
フ
ァ
ル
ツ
の
稠
密
な
支
配
が
建
設
さ
れ
た
所
で
も
、
な
お
近
世

に
至
る
ま
で
、
プ
フ
ァ
ル
ツ
が
他
の
領
主
と
村
落
裁
判
所
支
配
権
を
共
有
す
る
地
点
が
残
っ
て
い
た
こ
と
に
も
注
意
が
必
要
で
あ
ろ

（
（9
（

う
。
プ

フ
ァ
ル
ツ
領
邦
支
配
の
「
オ
ー
プ
ン
な
」
性
格
は
、
こ
の
よ
う
な
点
に
も
あ
ら
わ
れ
て
い
る
の
で
あ
る
。
し
か
し
そ
れ
で
も
、
村
落
裁
判
所

の
重
要
性
が
増
す
こ
と
に
よ
り
、
土
地
領
主
裁
判
所
（
い
わ
ゆ
るH

ubgericht

）
に
お
い
て
裁
判
権
を
も
行
使
し
て
い
た
宮
中
伯
以
外
の

聖
俗
土
地
領
主
の
支
配
権
は
次
第
に
縮
減
さ
れ
て
い
っ

（
（9
（

た
。
ま
た
、
平
行
し
て
、
農
村
ゲ
マ
イ
ン
デ
の
形
成
も
完
結
し
て
い
き
、
村
落
住
民

は
農
村
ゲ
マ
イ
ン
デ
を
単
位
と
し
て
領
邦
臣
民
に
組
織
さ
れ
る
こ
と
と
な
っ

（
（9
（

た
。

　

村
落
裁
判
所
は
民
事
事
件
の
他
、下
級
の
刑
事
事
件
を
も
管
轄
し
た
。重
大
な
刑
事
事
件
は
ラ
イ
ン
左
岸
で
は
ア
ム
ト
マ
ン
の
管
轄
で
あ
っ

た
が
、
ラ
イ
ン
右
岸
の
多
く
の
地
域
で
は
ツ
ェ
ン
ト
裁
判
所Zentgericht

で
扱
わ
れ

（
（9
（

た
。
こ
れ
ら
の
ツ
ェ
ン
ト
裁
判
所
に
つ
い
て
は
、
プ

フ
ァ
ル
ツ
の
関
与
の
も
と
で
既
に
一
四
三
〇
年
に
、
宮
中
伯
を
裁
判
君
主
と
宣
言
す
る
法
判
告W

eistum

が
出
さ
れ
て
い
た

（
（9
（

が
、
一
五
世

紀
末
ま
で
に
は
お
お
む
ね
宮
中
伯
の
影
響
下
に
置
か
れ
た
。
宮
中
伯
は
、
ツ
ェ
ン
ト
に
お
け
る
法
判
告
や
証
言
聴
取
を
通
じ
て
、
マ
イ
ン
ツ

大
司
教
、
シ
ュ
パ
イ
ア
ー
司
教
、
エ
ア
バ
ッ
ハ
家
な
ど
、
隣
接
す
る
領
邦
君
主
に
対
し
て
自
己
の
支
配
領
域
を
画
定
し
、
支
配
権
を
確
立
す

る
政
策
を
す
す
め
て
い
っ

（
（10
（

た
。

　

都
市
も
ま
た
、
中
世
後
期
ド
イ
ツ
の
領
邦
に
お
け
る
地
方
支
配
の
強
化
に
と
っ
て
、
少
な
か
ら
ぬ
意
味
を
持
っ

（
（10
（

た
。
宮
中
伯
は
、
い
く
つ

か
の
ア
ム
ト
中
心
地
点
な
ど
で
都
市
育
成
政
策
を
展
開
し

（
（10
（

た
。
宮
中
伯
ル
ー
ト
ヴ
ィ
ヒ
二
世
の
も
と
で
、
一
二
六
四
年
頃
に
ヴ
ァ
イ
ン
ハ
イ

ム
の
新
市N
eustadt

が
建
設
さ
れ
、
一
二
七
五
年
に
は
既
に
都
市
化
し
つ
つ
あ
っ
た
ノ
イ
シ
ュ
タ
ッ
ト
の
た
め
に
国
王
ル
ー
ド
ル
フ
一
世

の
特
権
状

（
（10
（

が
、
一
二
七
七
年
に
は
や
は
り
都
市
化
の
過
程
に
あ
っ
た
ア
ル
ツ
ァ
イ
の
た
め
に
同
国
王
の
特
権
状
が
獲
得
さ
れ

（
（10
（

た
。
ま
た
ル
ー

プ
レ
ヒ
ト
一
世
は
、
一
三
五
六
年
に
バ
ッ
ハ
ラ
ッ
ハ
に
都
市
参
事
会
を
設
置
し

（
（10
（

た
。
こ
こ
で
は
ケ
ル
ン
大
司
教
が
グ
ル
ン
ト
ヘ
ル
シ
ャ
フ
ト
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を
持
ち
、
宮
中
伯
は
フ
ォ
ー
ク
タ
イ
の
み
を
持
つ
と
い
う
複
雑
な
状
況
が
存
し
た
が
、
そ
の
中
で
都
市
参
事
会
の
登
場
は
、
大
司
教
の
シ
ュ

ル
ト
ハ
イ
スSchultheiß

と
そ
の
裁
判
所
の
権
力
を
排
除
し
、
プ
フ
ァ
ル
ツ
の
支
配
を
強
化
す
る
こ
と
に
つ
な
が
っ
た
。
ま
た
、
と
り
わ

け
一
四
世
紀
後
半
に
ハ
イ
デ
ル
ベ
ル
ク
市
の
発
展
が
宮
中
伯
に
よ
っ
て
促
進
さ
れ
た
の
は
、
前
述
の
と
お
り
で
あ
る
。

　

こ
れ
ら
の
都
市
は
、
城
の
ブ
ル
ク
マ
ン
と
貴
族
た
ち
の
存
在
が
無
視
で
き
な
い
意
味
を
持
っ
て
い
た
都
市
（
ア
ル
ツ
ァ

（
（10
（

イ
、
バ
ッ
ハ
ラ
ッ

ハ
）
と
そ
う
で
な
い
都
市
（
ノ
イ
シ
ュ
タ
ッ
ト
）
と
い
う
違
い
は
あ
っ
て
も
、
概
し
て
宮
中
伯
の
強
力
な
支
配
の
も
と
に
置
か
れ

（
（10
（

た
。
宮
中

伯
の
代
理
人
で
あ
る
シ
ュ
ル
ト
ハ
イ
ス
が
、都
市
を
支
配
し
、裁
判
を
主
催
し
た
。
こ
れ
に
対
し
て
、都
市
を
拠
点
と
す
る
ヴ
ィ
ッ
ツ
ト
ゥ
ー

ム
、
フ
ォ
ー
ク
ト
、
ア
ム
ト
マ
ン
な
ど
は
、
主
に
都
市
外
の
農
村
部
の
権
益
を
管
理
し
た
。
も
ち
ろ
ん
他
方
で
、
こ
れ
ら
の
都
市
で
は
市
民

団
体
の
都
市
参
事
会
が
形
成
さ
れ
る
が
、
シ
ュ
ル
ト
ハ
イ
ス
の
裁
判
所
に
対
す
る
参
事
会
独
自
の
裁
判
権
は
あ
ま
り
発
達
し
な
か
っ
た
。
参

事
会
員
は
、
同
時
に
シ
ュ
ル
ト
ハ
イ
ス
裁
判
所
の
参
審
人
を
兼
ね
た
。
特
に
宮
廷
所
在
地
と
な
っ
た
ハ
イ
デ
ル
ベ
ル
ク
で
は
、
前
述
の
よ
う

に
、
宮
中
伯
が
市
長
と
都
市
参
事
会
員
の
任
免
権
を
掌
握
し
て
い
た
。
ま
た
プ
フ
ァ
ル
ツ
支
配
下
の
都
市
で
ツ
ン
フ
ト
が
都
市
制
度
上
大
き

な
役
割
を
果
た
す
こ
と
は
、
ほ
と
ん
ど
な
か
っ
た
。

　

更
に
フ
リ
ー
ド
リ
ヒ
一
世
と
フ
ィ
リ
ッ
プ
の
も
と
で
、
宮
中
伯
の
都
市
支
配
は
強
化
さ
れ
、
と
り
わ
け
財
政
面
で
の
都
市
把
握
が
す
す
ん

だ
。
宮
中
伯
は
都
市
の
担
税
力
を
増
し
、
周
囲
か
ら
人
を
都
市
へ
引
き
つ
け
る
た
め
に
、
都
市
の
特
権
を
確
認
し
、
あ
る
い
は
新
た
に
年
市

特
権
な
ど
を
与
え

（
（10
（

た
。
そ
れ
と
平
行
し
て
都
市
に
お
け
る
宮
中
伯
役
人
の
権
限
拡
大
も
は
か
ら
れ
た
。
フ
リ
ー
ド
リ
ヒ
は
、
一
四
五
〇

－

六
〇
年
代
に
、
ア
ル
ツ
ァ
イ
、
バ
ッ
ハ
ラ
ッ
ハ
、
ハ
イ
デ
ル
ベ
ル
ク
に
特
権
状
を
発
行
し
、
従
来
の
租
税
か
ら
免
除
す
る
代
わ
り
に
、
都
市

で
徴
収
さ
れ
る
消
費
税U

ngeld

の
一
定
割
合
を
宮
中
伯
に
納
め
さ
せ
た
。
も
っ
と
も
、
プ
フ
ァ
ル
ツ
の
支
配
は
こ
の
時
点
で
は
都
市
参
事

会
を
通
じ
て
の
も
の
で
、
個
々
の
市
民
を
直
接
把
握
し
よ
う
と
は
し
て
い
な
か
っ

（
（10
（

た
。
こ
の
よ
う
な
財
政
的
要
求
に
対
し
て
、
一
四
八
〇
年

代
の
ノ
イ
シ
ュ
タ
ッ
ト
の
騒
擾
の
よ
う
に
抵
抗
が
起
き
る
こ
と
も
あ
っ
た
が
、
そ
の
よ
う
な
動
き
は
例
外
的
で
あ
っ

（
（11
（

た
。
た
だ
し
、
オ
ッ
ペ
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ン
ハ
イ
ムO

ppenheim

、
オ
ー
デ
ル
ン
ハ
イ
ムO

dernheim

の
よ
う
な
、
も
と
も
と
国
王
領
に
属
し
、
質
入
れ
を
経
て
プ
フ
ァ
ル
ツ
支
配

下
に
入
っ
た
よ
う
な
都
市
で
は
、
宮
中
伯
の
都
市
支
配
に
対
し
て
市
民
側
か
ら
の
比
較
的
強
い
抵
抗
が
見
ら
れ

（
（11
（

た
。

　

全
体
と
し
て
、
プ
フ
ァ
ル
ツ
領
邦
内
の
諸
都
市
は
、
宮
中
伯
に
よ
る
保
護
と
育
成
を
享
受
す
る
一
方
で
、
宮
中
伯
に
よ
り
掌
握
さ
れ
、
市

民
団
体
に
よ
る
都
市
自
治
の
展
開
も
狭
い
枠
内
に
と
ど
ま
っ
た
。
そ
う
し
た
状
態
に
あ
っ
た
諸
都
市
が
、
支
配
中
心
と
し
て
、
ま
た
軍
事
・

財
政
上
の
貢
献
の
点
で
、
領
邦
支
配
確
立
の
た
め
に
果
た
し
た
役
割
は
無
視
で
き
な
い
も
の
が
あ
っ
た
の
で
あ
る
。

（
四
）
教
会
政
策

　

中
世
後
期
ド
イ
ツ
の
諸
領
邦
の
君
主
は
、
教
会
分
野
に
お
い
て
も
、
徐
々
に
支
配
権
を
強
化
し
て
い
っ

（
（11
（

た
。
プ
フ
ァ
ル
ツ
系
ヴ
ィ
ッ

テ
ル
ス
バ
ッ
ハ
家
と
教
会
・
修
道
院
と
の
関
係
を
み
る

（
（11
（

と
、
一
三
世
紀
か
ら
宮
中
伯
は
、
シ
ェ
ー
ナ
ウSchönau

、
ル
ー
ペ
ル
ツ
ベ
ル
ク

Rupertsberg

、
エ
ー
バ
ー
バ
ッ
ハEberbach
、
オ
イ
サ
ー
タ
ー
ルEußerthal

、
オ
ッ
タ
ー
ベ
ル
クO

tterberg

な
ど
い
く
つ
か
の
修
道

院
に
特
権
を
与
え
て
い

（
（11
（

る
。
一
四
世
紀
以
降
も
、
オ
ッ
タ
ー
ベ
ル
ク
、
シ
ェ
ー
ナ
ウ
、
ロ
ー
ベ
ン
フ
ェ
ル
トLobenfeld

、
ゲ
ル
マ
ー
ス
ハ

イ
ムGerm

ersheim

、
フ
ラ
ン
ケ
ン
タ
ー
ルFrankental
、
リ
ン
ブ
ル
クLim

burg

、
ヒ
ル
ザ
ウ H

irsau

、
マ
ウ
ル
ブ
ロ
ンM

aulbronn

な
ど
領
内
・
領
外
の
修
道
院
の
保
護
者
と
し
て
登
場
し
た
り
、
そ
の
財
産
の
保
全
に
配
慮
し
た
り
す
る
こ
と
は
、
し
ば
し
ば
見
ら
れ

（
（11
（

た
。
こ

の
う
ち
、
も
と
も
と
王
権
の
保
護
下
に
あ
っ
た
マ
ウ
ル
ブ
ロ
ン
修
道
院
は
、
一
三
七
〇
年
代
に
皇
帝
カ
ー
ル
四
世
に
よ
り
、
期
限
付
き
で
宮

中
伯
の
保
護
に
委
ね
ら
れ
、
そ
の
後
プ
フ
ァ
ル
ツ
の
領
邦
支
配
に
組
み
込
ま
れ
て
い
っ

（
（11
（

た
。

　

宮
中
伯
に
よ
る
、
ノ
イ
シ
ュ
タ
ッ
ト
に
お
け
る
参
事
会
教
会Stiftskirche
の
設
定
や
、
ハ
イ
デ
ル
ベ
ル
ク
に
お
け
る
聖
霊
参
事
会
教
会

H
eiliggeiststift

の
寄
進
と
建
設
に
つ
い
て
は
、
墓
所
の
項
目
で
既
に
言
及
し
た
と
こ
ろ
で
あ

（
（11
（

る
。
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宮
中
伯
の
教
会
へ
の
影
響
力
行
使
の
ル
ー
ト
と
し
て
、
一
つ
に
は
、
宮
中
伯
が
持
つ
保
護
権Patronatsrecht

が
考
え
ら
れ
る
。

一
四
九
八
年
に
宮
中
伯
フ
ィ
リ
ッ
プ
が
作
成
さ
せ
た
リ
ス
ト
に
、
上
プ
フ
ァ
ル
ツ
を
含
め
た
一
覧
が
記
録
さ
れ
て
い
る
が
、
ヴ
ォ
ル
ム
ス
司

教
区
や
シ
ュ
パ
イ
ア
ー
司
教
区
に
お
け
る
聖
職
禄
の
全
体
数
お
よ
び
そ
こ
に
お
け
る
保
護
権
の
保
有
者
全
体
と
比
較
す
る
と
、
プ
フ
ァ
ル
ツ

保
有
分
は
数
量
的
に
は
そ
れ
ほ
ど
多
く
な
い
。
ヴ
ォ
ル
ム
ス
司
教
区
で
は
全
体
の
二
割
以
下
（
三
七
六
中
三
四
）
で
あ

（
（11
（

る
。
し
か
し
、
同
リ

ス
ト
冒
頭
に
は
、
プ
フ
ァ
ル
ツ
の
保
護
権
に
よ
り
職
を
得
た
聖
職
者
が
行
う
べ
き
宣
誓
の
文
言
、
プ
フ
ァ
ル
ツ
に
よ
る
推
薦
の
書
式
、
聖
職

禄
の
管
理
に
つ
い
て
の
宮
中
伯
の
役
人
達
へ
の
指
令
が
記
さ
れ
て
お

（
（11
（

り
、
宮
中
伯
に
よ
る
保
護
権
把
握
強
化
の
動
き
を
う
か
が
わ
せ
る
。
そ

の
他
、
フ
リ
ー
ド
リ
ヒ
一
世
以
降
、
教
区
司
祭
人
事
の
掌
握
も
進
展
し
た
。

　

ラ
イ
ン
宮
中
伯
の
教
会
政
策
は
、
中
世
後
期
に
す
す
め
ら
れ
た
修
道
院
改
革
と
も
連
動
し
て
い

（
（12
（

た
。
宮
中
伯
ル
ー
ト
ヴ
ィ
ヒ
三
世
と
ル
ー

ト
ヴ
ィ
ヒ
四
世
は
、
ヴ
ォ
ル
ム
ス
近
郊
の
ド
ミ
ニ
コ
会
女
子
修
道
院
リ
ー
ベ
ナ
ウLiebenau

、
ホ
ー
ホ
ハ
イ
ムH

ochheim

、
ヴ
ォ
ル
ム
ス

の
ド
ミ
ニ
コ
会
修
道
院
、
ヴ
ォ
ル
ム
ス
の
郊
外V

orstadt

の
シ
ト
ー
会
修
道
院
ノ
ン
ネ
ン
ミ
ュ
ン
ス
タ
ーN

onnenm
ünster

、
ヴ
ォ
ル
ム

ス
近
く
の
キ
ル
シ
ュ
ガ
ル
テ
ンK

irschgarten
女
子
修
道
院
な
ど
の
修
道
院
改
革
を
後
援
し

（
（12
（

た
。
最
後
の
ケ
ー
ス
で
は
、
宮
中
伯
は
、
ヴ
ィ

ン
デ
ス
ハ
イ
ム
改
革W

indesheim
er Chorherrenreform

の
動
き
を
支
援
し

（
（12
（

た
。
キ
ル
シ
ュ
ガ
ル
テ
ン
か
ら
は
、
広
い
範
囲
の
修
道
院

に
改
革
の
刺
激
が
及
ん

（
（12
（

だ
。

　

フ
リ
ー
ド
リ
ヒ
一
世
の
も
と
で
も
、
宮
中
伯
に
よ
る
修
道
院
改
革
の
支
援
と
修
道
院
把
握
の
強
化
が
パ
ラ
レ
ル
に
す
す
ん
だ
。
フ
リ
ー
ド

リ
ヒ
は
、
ブ
ル
ス
フ
ェ
ル
ト
改
革Bursfelder Reform

に
よ
る
、
ク
リ
ン
ゲ
ン
ミ
ュ
ン
ス
タ
ーK

lingenm
ünster

、
シ
ュ
ポ
ン
ハ
イ
ム

Sponheim

、
ヴ
ァ
イ
セ
ン
ブ
ル
クW

eißenburg

な
ど
の
修
道
院
の
改
革
を
後
援
す
る
と
と
も
に
、
そ
れ
を
通
じ
て
修
道
院
内
部
の
関
係

に
も
介
入
し

（
（12
（

た
。
ブ
ル
ス
フ
ェ
ル
ト
改
革
は
、
宮
中
伯
フ
ィ
リ
ッ
プ
の
も
と
で
も
、
リ
ン
ブ
ル
ク
、
ゼ
ー
バ
ッ
ハSeebach

、
オ
ー
デ
ン
ハ

イ
ムO

denheim

、
ゲ
ル
マ
ー
ス
ハ
イ
ム
な
ど
で
行
わ
れ

（
（12
（

た
。
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こ
の
よ
う
に
、
と
り
わ
け
一
五
世
紀
に
入
っ
て
、
ラ
イ
ン
宮
中
伯
の
教
会
・
修
道
院
把
握
は
、
中
世
後
期
の
修
道
院
改
革
運
動
の
よ
う
な

領
邦
外
に
も
広
が
っ
た
動
向
と
も
結
び
つ
き
な
が
ら
、
強
化
さ
れ
る
傾
向
に
あ
り
、
大
き
く
見
れ
ば
、
近
世
の
教
会
統
治
の
基
礎
が
築
か
れ

つ
つ
あ
っ
た
の
で
あ
る
。

（
五
）
軍
制

　

プ
フ
ァ
ル
ツ
の
軍
制
も
、
特
に
一
五
世
紀
に
入
っ
て
組
織
化
が
進
ん
だ
。
こ
の
分
野
に
つ
い
て
は
、
既
に
我
が
国
で
も
皆
川
卓
氏
の
論

（
（12
（

考

が
あ
る
の
で
、
こ
こ
で
は
概
要
の
確
認
に
と
ど
め
よ

（
（12
（

う
。

　

ラ
イ
ン
宮
中
伯
の
軍
事
力
は
、
中
世
後
期
の
間
に
レ
ー
ン
制
度
に
よ
る
動
員
を
主
力
と
す
る
も
の
か
ら
次
第
に
変
質
し
て
い
っ

（
（12
（

た
。
一
五

世
紀
後
半
、宮
中
伯
フ
リ
ー
ド
リ
ヒ
一
世
の
も
と
で
は
、レ
ー
ン
軍
の
他
に
、ス
イ
ス
な
ど
か
ら
集
め
ら
れ
た
傭
兵
が
用
い
ら
れ
た
。
ま
た
、

防
衛
戦
争
の
場
合
に
は
、
農
民
・
市
民
の
召
集
軍
の
動
員
も
試
み
ら
れ
た
他
、
農
民
や
修
道
院
は
当
時
い
わ
ゆ
る
車
陣
な
ど
の
形
で
頻
繁
に

用
い
ら
れ
た
戦
闘
用
の
車
の
供
出
を
義
務
づ
け
ら
れ
た
。
フ
リ
ー
ド
リ
ヒ
の
砲
兵
隊
は
当
代
屈
指
の
強
力
な
部
隊
で
、
マ
ル
テ
ィ
ン
・
メ
ル

ツM
artin M

erz

な
ど
の
専
門
家
が
プ
フ
ァ
ル
ツ
に
仕
え
て
い
た
。
騎
兵
は
今
な
お
レ
ー
ン
制
に
よ
っ
て
動
員
さ
れ
た
貴
族
に
よ
っ
て
構

成
さ
れ
て
お
り
、
ク
ラ
イ
ヒ
ガ
ウ
な
ど
の
下
級
貴
族
た
ち
が
プ
フ
ァ
ル
ツ
の
騎
兵
と
し
て
活
躍
し
た
。
フ
リ
ー
ド
リ
ヒ
一
世
は
、
農
民
・
市

民
の
召
集
軍
を
除
い
て
、お
よ
そ
一
五
〇
〇
〇
の
兵
力
を
擁
し
、そ
の
約
五
分
の
一
が
レ
ー
ン
軍
で
あ
っ
た
。
こ
の
よ
う
な
か
な
り
よ
く
整
っ

た
軍
が
、
彼
の
軍
事
的
成
功
を
支
え
た
の
で
あ
る
。

　

ラ
ン
ズ
フ
ー
ト
継
承
戦
争
に
際
し
て
の
プ
フ
ァ
ル
ツ
の
軍
備
は
、
一
五
〇
四
年
の
動
員
台
帳Reißbuch

か
ら
知
ら
れ

（
（12
（

る
。
こ
れ
は
、
こ

の
と
き
プ
フ
ァ
ル
ツ
が
領
内
か
ら
動
員
し
た
兵
力
、
お
よ
び
臨
時
に
雇
い
入
れ
る
な
ど
し
た
兵
力
の
記
録
で
あ
り
、
ま
た
プ
フ
ァ
ル
ツ
側
お
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よ
び
敵
側
の
フ
ェ
ー
デ
宣
告
状Fehdebriefe

も
あ
わ
せ
て
収
録
し
て
い
る
。
後
述
す
る
よ
う
に
狭
義
の
領
邦
支
配
に
限
定
さ
れ
ず
幅
広
く

展
開
し
て
い
た
レ
ー
ン
関
係
に
よ
り
動
員
さ
れ
た
下
級
貴
族
ら
の
兵
力
の
他
に
、
傭
兵
や
、
約
六
〇
〇
〇
人
の
農
村
・
都
市
か
ら
の
動
員
が

記
録
さ
れ
て
い
る
。

　

こ
の
よ
う
に
、
一
六
世
紀
初
頭
の
時
点
で
は
、
ラ
イ
ン
宮
中
伯
の
軍
事
力
は
封
建
騎
士
軍
だ
け
で
な
く
、
よ
り
多
様
な
要
素
を
含
む
も
の

と
な
っ
て
い
た
。
も
っ
と
も
、
そ
こ
で
も
な
お
領
邦
を
越
え
る
範
囲
か
ら
集
ま
っ
た
貴
族
た
ち
が
プ
フ
ァ
ル
ツ
軍
を
構
成
し
た
こ
と
に
は
注

意
が
必
要
で
あ
り
、
広
い
影
響
圏
を
か
か
え
た
プ
フ
ァ
ル
ツ
の
覇
権
的
地
位
の
反
映
を
そ
こ
に
見
る
こ
と
が
で
き
る
の
で
あ
る
。

（
六
）
領
邦
立
法

　

中
世
後
期
ド
イ
ツ
の
諸
領
邦
で
は
、
領
邦
君
主
に
よ
る
立
法
活
動
も
展
開
さ
れ
始
め

（
（13
（

る
。
既
に
詳
し
く
論
じ
た
支
配
相
続
関
係
の
規
制
を

別
に
す
れ
ば
、
ラ
イ
ン
宮
中
伯
の
領
邦
立
法
が
活
発
に
な
る
の
は
、
他
の
多
く
の
領
邦
と
同
様
、
一
五
世
紀
後
半
か
ら
の
こ
と
で
あ

（
（13
（

る
。
こ

れ
も
前
述
し
た
宮
廷
裁
判
所
条
令
の
他
は
、
対
象
分
野
と
し
て
は
経
済
関
係
の
立
法
が
中
心
で
あ
っ
た
が
、
他
に
奢
侈
立
法
や
相
続
関
係
の

立
法
も
な
さ
れ
た
。

　

例
と
し
て
は
、
一
四
六
五
年
の
ハ
イ
デ
ル
ベ
ル
ク
市
に
つ
い
て
の
都
市
条
令
が
あ
る

（
（13
（

が
、
そ
の
経
済
生
活
関
係
の
内
容
は
、
一
四
七
五

年
の
フ
リ
ー
ド
リ
ヒ
一
世
の
価
格
統
制
法
で
全
支
配
領
域
に
広
げ
ら
れ
た
。
ま
た
一
四
六
五
年
の
ノ
イ
シ
ュ
タ
ッ
ト
市
に
つ
い
て
の
奢
侈

条
令
も
伝
わ
っ
て
い

（
（13
（

る
。
そ
の
他
、
賭
博
禁
止
な
ど
を
定
め
た
条
令
も
、
や
は
り
一
四
六
五
年
に
出
さ
れ
て
い

（
（13
（

る
。
相
続
に
つ
い
て
は
、

一
四
八
四
年
に
代
襲
相
続
を
認
め
る
立
法
が
出
さ
れ
た
が
、
こ
れ
は
ロ
ー
マ
法
のius representationis

を
承
認
す
る
も
の
で
あ
っ

（
（13
（

た
。

　

こ
の
よ
う
に
、
プ
フ
ァ
ル
ツ
に
お
け
る
領
邦
立
法
は
、
中
央
に
お
け
る
裁
判
所
や
財
務
役
職
の
整
備
な
ど
と
と
も
に
、
よ
う
や
く
一
五
世
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（
１
）
中
世
後
期
ド
イ
ツ
の
領
邦
に
お
け
る
宮
廷
所
在
地Residenz

形
成
に
つ
い
て
、
一
般
的
に
は
、Ernst S

ch
u

bert, Fürstliche H
errschaft 

und T
erritorium

 im
 späten M

ittelalter (Enzyklopädie D
eutscher Geschichte, Bd. 35), M

ünchen 1996, S. 77 ff. 

先
駆
的
研
究
と

し
て
、H

ans P
a

t
ze, D

ie Bildung der landesherrlichen Residenzen im
 Reich w

ährend des 14. Jahrhunderts, in: W
ilhelm

 
R

a
u

sch (H
g.), Stadt und Stadtherr im

 14. Jahrhundert. Entw
icklungen und Funktionen, (Beiträge zur Geschichte der 

Städte M
itteleuropas 2), Linz 1972, S. 1-54 (Peter Jo

h
a

n
ek u. a. (H

g.), A
usgew

ählte A
ufsätze von H

ans P
a

t
ze, (V

orträge und 
Forschungen, Bd. 50), S. 729-788 

に
も
収
録); D

ers. und Gerhard S
t

reich, D
ie landesherrlichen Residenzen im

 spätm
ittelalterlichen 

deutschen Reich, in: BD
LG 118 (1982), S. 205-220 (P. Jo

h
a

n
ek, a. a. O

., S. 789-805 

に
も
収
録). 

国
王
お
よ
び
諸
侯
のResidenz

の

ハ
ン
ド
ブ
ッ
ク
と
し
て
、W

erner P
a

ra
v

icin
i (H

g.), H
öfe und Residenzen im

 spätm
ittelalterlichen Reich. Ein dynastisch

－
topographisches H

andbuch. T
eilbd. 2: Residenzen, (Residenzenforschung, Bd. 15. 

Ⅰ), O
stfildern 2003. 

問
題
群
の
概
観
と
し

て
、A

ndreas R
a

n
ft, Residenz und Stadt, in: W

erner P
a

ra
v

icin
i (H

g.), H
öfe und Residenzen im

 spätm
ittelalterlichen Reich. 

Bilder und Begriffe. T
eilbd. 1: Begriffe, (Residenzenforschung, Bd. 15. 

Ⅱ), O
stfildern 2005, S. 27-32 

お
よ
び Jörg W

et
t

la
u

fer, 
Zw

ischen K
onflikt und Sym

biose. Ü
berregionale A

spekte der spannungsreichen Beziehung zw
ischen Fürstenhof und 

Stadt im
 späten M

ittelalter und in der frühen N
euzeit, in: W

. P
a

r
a

v
ic

in
i u. D

e
r

s., (H
g.), D

er H
of und die Stadt. 

K
onfrontation, K

oexistenz und Integration in Spätm
ittelalter und früher N

euzeit, (R
esidenzenforschung, B

d. 20), 
O
stfildern 2006, S. 19-33. 

個
別
研
究
と
し
て
は
、Ebenda 
所
収
の
諸
論
文
お
よ
びJan H

irsch
biegel u. a. (H

g.), Städtisches 
Bürgertum

 und H
ofgesellschaft. K

ulturen integrativer und konkurrierender Beziehungen in Residenz- und H
auptstädten 

vom
 14. bis ins 19. Jahrhundert, (Residenzenforschung, Bd. 25), O

stfildern 2012 

所
収
の
諸
論
文
の
他
、
例
え
ば
、K

onrad A
m

a
n

n, 
D
ie landesherrliche R

esidenzstadt Passau im
 spätm

ittelalterlichen deutschen R
eich, (R

esidenzenforschung, B
d. 3), 

Sigm
aringen 1992; D

ieter K
erber, H

errschaftsm
ittelpunkte im

 Erzstift T
rier. H

of und Residenz im
 späten M

ittelalter, 

紀
後
半
に
な
っ
て
目
に
見
え
て
進
展
し
、
そ
の
ま
ま
近
世
の
立
法
活
動
へ
と
接
続
し
て
い
く
の
で
あ
る
。
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(Residenzenforschung, Bd. 4), Sigm
aringen 1995; Christian L

a
ck

n
er, H

of und H
errschaft. Rat, K

anzlei und Regierung der 
österreichischen H

erzöge (1365-1406), (M
itteilungen des Instituts für Ö

sterreichische Geschichtsforschung, Ergänzungsbd. 
41), W

ien/M
ünchen 2002, S. 179-217; 

他
に
論
文
集
と
し
て
、Peter Jo

h
a

n
ek (H

g.), V
orträge und Forschungen zur Residenzfrage, 

(Residenzenforschung, Bd. 1), Sigm
aringen 1990; K

laus N
eit

m
a

n
n und H

einz

－D
ieter H

eim
a

n
n (H

g.), Spätm
ittelalterliche 

R
esidenzbildung in gesitlichen T

erritorien M
ittel- und N

ordostdeutschlands, (Studien zur brandenburgischen und 
vergleichenden Landesgeschichte, Bd. 2), Berlin 2009. 

今
日
の
ド
イ
ツ
語
圏
外
で
のResidenz

形
成
に
つ
い
て
は
、H

ans P
a

t
ze 

und W
erner P

a
ra

v
icin

i (H
g.), Fürstliche Residenzen im

 spätm
ittelalterlichen Europa, (V

orträge und Forschungen, Bd. 36), 
Sigm

aringen 1991. 
近
世
・
近
代
ま
で
含
め
て
、V

olker P
ress (H

g.), Südw
estdeutsche Bischofsresidenzen außerhalb der 

K
athedralstädte, (V

eröffentlichungen der K
om

m
ission für geschichtliche Landeskunde in Baden-W

ürttem
berg, Reihe B: 

Forschungen, Bd. 116), Stuttgart 1992; K
urt A

n
d

erm
a

n
n (H

g.), Residenzen. A
spekte hauptstädtischer Zentralität von der 

frühen N
euzeit bis zum

 Ende der M
onarchie, (O

berrheinische Studien, Bd. 10), Sigm
aringen 1992. 

中
世
後
期
の
神
聖
ロ
ー
マ

帝
国
に
お
け
るResidenz

形
成
に
つ
い
て
、
日
本
の
研
究
と
し
て
は
、
千
葉
徳
夫
「
中
世
後
期
テ
ュ
ー
リ
ン
ゲ
ン
に
お
け
る
建
設
都
市
に
つ
い

て
─
ヴ
ァ
イ
マ
ル
を
中
心
と
し
て
─
」『
法
律
論
叢
』
五
九
巻
五
・
六
号
（
一
九
八
七
年
）
五
一

－

九
六
頁
、
同
「
中
世
末

－

近
世
の
宮
廷
所
在

都
市
ヴ
ァ
イ
マ
ル
」『
社
会
科
学
研
究
』（
明
治
大
）
二
八
巻
二
号
（
一
九
九
〇
年
）
一
九
五

－

二
一
九
頁
、薩
摩
秀
登
「
帝
国
の
「
中
心
都
市
」

プ
ラ
ハ
」『
一
橋
論
叢
』
一
一
〇
巻
四
号
（
一
九
九
三
年
）
六
五
五

－

六
六
七
頁
。

（
２
）M

einrad S
ch

a
a

b, D
ie Entstehung des pfalzgräflichen T

erritorium
s am

 unteren N
eckar und die A

nfänge der Stadt 
H
eidelberg, in: ZGO

 106 (1958), S. 233-276, S. 253-276; D
ers., D

ie A
nfänge H

eidelbergs. A
lte Zeugnisse und neue Befunde 

im
 Rahm

en der stauferzeitlichen Stadtgenese in Südw
estdeutschland, in: Eugen R

e
in

h
a

r
d und Peter R

ü
c

k
e

r
t(H

g.), 
Staufische Stadtgründungen am

 O
berrhein, (O

berrheinische Studien, Bd. 15), Sigm
aringen 1998, S. 185-212; H

erm
ann 

E
h

m
er, H

eidelberg. Residenz der Pfälzer K
urfürsten bis 1720, in: K

urt A
n

d
erm

a
n

n(H
g.), Residenzen 

（
注
１
）, S. 297-321; 

A
rnold S

ch
eu

erbra
n

d
t, H

eidelbergs A
ufstieg und N

iedergang in kurpfälzischer Zeit. Gründung und Entw
icklung von der 

„churfürstlichen Residenzstat“ zur „zw
eiten H

aupt- und ehem
aligen Residenzstadt“, in: Elm

ar M
it

t
ler(H

g.), H
eidelberg. 

Geschichte und Gestalt, H
eidelberg 1996, S. 48-87; Johann K

o
lb, H

eidelberg. D
ie Entstehung einer landesherrlichen 
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Residenz im
 14. Jahrhundert, (Residenzforschung, Bd. 8), Sigm

aringen 1999; A
chim

 W
en

d
t und M

anfred B
en

n
er, D

as 
H
eidelberger Schloss im

 M
ittelalter. Bauliche Entw

icklung, Funktion und Geschichte vom
 13. bis zum

 15. Jahrhundert, in: 
V
olker R

ö
d

el (Red.), M
ittelalter. D

er Griff nach der K
rone. D

ie Pfalzgrafschaft bei Rhein im
 M

ittelalter, Regensburg 2000, 
S. 165-181; W

olfgang von M
o

ers -M
essm

er, H
eidelberg und seine K

urfürsten. D
ie große Zeit der Geschichte H

eidelbergs 
als H

aupt- und Residenzstadt der K
urpfalz, U

bstadt

－W
eiher 2001, S. 11 ff.; V

olker R
ö

d
el, A

rt. H
eidelberg, in: W

erner 
P

a
ra

v
icin

i(H
g.), H

öfe und Residenzen im
 spätm

ittelalterlichen Reich. Ein dynastisch-topographisches H
andbuch, T

eilbd. 2: 
Residenzen, (Residenzenforschung, Bd.15.

Ⅰ), O
stfildern 2003, S. 259-262.

（
３
）
ヴ
ィ
ッ
テ
ル
ス
バ
ッ
ハ
家
の
宮
中
伯
へ
の
授
封
証
書
と
し
て
伝
わ
る
最
古
の
文
書
は
、
一
二
二
五
年
に
ヴ
ォ
ル
ム
ス
司
教
ハ
イ
ン
リ
ヒ
が
宮

中
伯
ル
ー
ト
ヴ
ィ
ヒ
一
世
、
そ
の
妻
ア
グ
ネ
ス
、
そ
の
子
オ
ッ
ト
ー
二
世
に
与
え
た
も
の
で
あ
る
。M

einrad S
ch

a
a

b (H
g.), Rüdiger L

en
z 

(Bearb.), A
usgew

ählte U
rkunden zur T

erritorialgeschichte der K
urpfalz 1156-1505, (V

eröffentlichungen der K
om

m
ission 

für geschichtliche Landeskunde in Baden-W
ürttem

berg, Reihe A
: Q

uellen, Bd. 41), Stuttgart 1998, N
r. 12, „... et vobis et 

successoribus dictis in feodum
 concedim

us et assignam
us ... castrum

 in H
eidelberg cum

 burgo ipsius castri ...“. M
. S

ch
a

a
b, 

Entstehung 

（
注
２
）, S. 253 ff.; H
. E

h
m

er, a. a. O
. 

（
注
２
）, S. 297.

（
４
）
ハ
イ
デ
ル
ベ
ル
ク
に
は
ま
ず
宮
中
伯
の
城
が
築
か
れ
た
が
、
そ
れ
に
対
し
て
都
市
建
設
を
い
つ
の
時
点
と
す
る
か
は
、
現
在
ま
で
結
論
を
見

な
い
。
近
年
の
考
古
学
的
調
査
結
果
な
ど
か
ら
一
二
一
四
年
か
ら
一
二
二
五
年
の
間
に
都
市
建
設
が
な
さ
れ
た
と
す
るA

chim
 W

en
d

t und 
M

anfred B
en

n
er, 800 Jahre H

eidelberg

－A
rchäologische und bauhistorische Befunde zu den A

nfängen der Stadt, in: ZGO
 

145 (1997), S. 15-60 

に
対
し
て
、M

. S
ch

a
a

b, A
nfänge 

（
注
２
）, S. 191 ff. 

は
、
一
二
世
紀
中
の
建
設
の
可
能
性
を
な
お
否
定
し
な
い
。

（
５
）
遅
く
と
も
一
二
二
〇
年
代
後
半
に
ハ
イ
デ
ル
ベ
ル
ク
の
市
民
た
ち
が
発
行
し
た
証
書
に
は
、
既
に
市
の
印
章
が
付
さ
れ
て
い
る
。M

. 
S

ch
a

a
b, Entstehung 

（
注
２
）, S. 272; Joachim

 D
a

h
lh

a
u

s, Zu den ältesten Siegeln der Städte H
eidelberg und N

eustadt an 
der W

einstraße, in: ZGO
 147 (1999), S. 113-143, S. 120. 

ハ
イ
デ
ル
ベ
ル
ク
の
都
市
と
し
て
の
立
地
条
件
に
つ
い
て
は
、M

. S
ch

a
a

b, 
Entstehung 

（
注
２
）, S. 255 ff.; D

ers., A
nfänge 

（
注
２
）, S. 187 f. 
ハ
イ
デ
ル
ベ
ル
ク
に
お
け
る
都
市
と
市
民
団
体
の
発
展
史
に
つ
い
て

は
、M

. S
ch

a
a

b, Entstehung 

（
注
２
）, S. 258 ff.; H

. E
h

m
er, a. a. O

. 

（
注
２
）, S. 305 ff. 

一
二
八
七
年
に
は
都
市
参
事
会consules

が
史

料
に
現
れ
る
。
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（
６
）J. K

o
lb, a. a. O

. 

（
注
２
）, S. 41 ff. 

コ
ル
プ
の
調
査
に
よ
る
と
、
ハ
イ
デ
ル
ベ
ル
ク
で
の
滞
在
回
数
二
三
四
に
対
し
て
、
ゲ
ル
マ
ー
ス
ハ
イ

ムGerm
ersheim

四
三
、
バ
ッ
ハ
ラ
ッ
ハBacharach

三
五
、
ノ
イ
シ
ュ
タ
ッ
トN

eustadt

二
七
な
ど
と
な
っ
て
い
る
。
な
お
、Ebenda, S. 

42
の
表
か
ら
は
、
ル
ー
ド
ル
フ
一
世
（
お
よ
び
後
の
国
王
ル
ー
ト
ヴ
ィ
ヒ
四
世
）
ま
で
の
宮
中
伯
が
主
に
バ
イ
エ
ル
ン
に
滞
在
し
て
い
た
こ
と

も
明
ら
か
で
あ
る
。
し
か
し
彼
ら
の
時
代
で
も
、
ハ
イ
デ
ル
ベ
ル
ク
は
ラ
イ
ン
地
方
の
支
配
拠
点
の
中
で
は
最
も
頻
繁
に
宮
中
伯
が
訪
れ
て
い

た
地
点
で
あ
っ
た
。

（
７
）J. K

o
lb, a. a. O

. 

（
注
２
）, S. 48 ff. 

こ
の
面
で
は
ハ
イ
デ
ル
ベ
ル
ク
に
お
け
る
証
書
発
行
数
七
一
〇
に
対
し
て
、ゲ
ル
マ
ー
ス
ハ
イ
ム
七
四
、

バ
ッ
ハ
ラ
ッ
ハ
五
四
、
ノ
イ
シ
ュ
タ
ッ
ト
三
〇
な
ど
と
な
っ
て
い
る
。
ま
た
、Ebenda, S. 49

の
表
か
ら
は
、
ル
ー
ド
ル
フ
一
世
（
お
よ
び
後

の
国
王
ル
ー
ト
ヴ
ィ
ヒ
四
世
）
ま
で
の
宮
中
伯
た
ち
に
つ
い
て
、
や
は
り
滞
在
頻
度
の
面
と
同
じ
所
見
が
得
ら
れ
る
。

（
８
）J. K

o
lb, a. a. O

. 

（
注
２
）, S. 57 ff. 

な
お
、ル
ー
プ
レ
ヒ
ト
一
世
が
叙
述
史
料
な
ど
でH

erzog von H
eidelberg

と
呼
ば
れ
る
こ
と
が
あ
っ

た
の
は
、
彼
の
も
と
で
著
し
く
進
展
し
た
ハ
イ
デ
ル
ベ
ル
ク
のResidenz

化
を
反
映
し
た
も
の
と
見
る
こ
と
が
で
き
よ
う
。J. K

o
lb, a. a. O

. 

（
注
２
）, S. 88 f.

（
９
）J. K

o
lb, a. a. O

. 

（
注
２
）, S. 79 f.; Richard S

c
h

r
ö

d
e

r und Carl K
ö

h
n

e (Bearb.), O
berrheinische Stadtrechte. 1. A

bt.: 
Fränkische Rechte, H

eidelberg 1895-1922, 5. H
eft: H

eidelberg, M
osbach, N

eckargm
ünd, A

delsheim
, S. 476.

（
10
）J. K

o
lb, a. a. O

. 

（
注
２
）, S. 81 ff.; H

. E
h

m
er, a. a. O

. 

（
注
２
）, S. 318 ff.

（
11
）J. K

o
lb, a. a. O

. 

（
注
２
）, S. 63 ff.; H

. E
h

m
er, a. a. O

. 

（
注
２
）, S. 307, R. S

ch
rö

d
er

－C. K
ö

h
n

e, a. a. O
. 

（
注
９
）, S. 473

（
宮
中
伯

の
都
市
条
令Stadtordnung

）, A
rt. 3, „K

ein burgerm
eister oder rathspersonen ohne Pfalz oder dero beam

ten vorw
issen oder 

bew
illigen nicht setzen oder entsetzen, Pfalz aber m

ag dem
selb, w

ann es sie gut dunkt, thun.“ 

な
おA

rt. 5,  „K
ein ordnung 

und satzung ohne Pfalz vorw
issen in der stadt zu m

achen.“ Ebenda, S. 473 ff. 

（
市
民
側
に
よ
る
都
市
条
令
遵
守
の
約
束
）, A

rt. 3, 
„W

ir verjehen ouch, daz w
ir nim

m
erm

er ew
eklichen keinen burgerm

eister nach ratherren in der stat zu H
eydelberg 

gesetzen noch entzsetzen sollen noch enw
ollen an unsirs egnanten herren oder siner erben, ob er nit enw

ere, w
iszen 

odir w
illen oder siner und siner erben gesw

orne am
ptlute von sinen oder siner erben w

egen, ob er odir sine erben in 
lande nit erw

eren. ouch sal und m
ag unsir vorgenanter herre odir sine erben, ob er nit enw

ere, im
m
erm

e ew
icklichen 

uns die burgerm
eister und ratherren, die ignote zu H

eydilberg sint oder hernach daselbez im
m
erm

e w
erdent, setzen 
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und ensetzen, w
an daz unserm

 egnanten herren odir sinen erben fuget und eben kum
et oder in und sinen erben dez 

dunket, daz ez in odir irre herschefte nutze si.“
（
12
）J. K

o
lb, a. a. O

. 

（
注
２
）, S. 56 f.

（
13
）J. K

o
lb, a. a. O

. 

（
注
２
）, S. 70 ff. 

旧
市
と
新
市
（
拡
張
部
）
は
今
後
、単
一
の
裁
判
所
、シ
ュ
ル
ト
ハ
イ
ス
、都
市
参
事
会
の
も
と
に
服
し
、

新
市
の
住
民
も
旧
市
の
住
民
と
同
様
の
諸
権
利
を
享
受
す
る
も
の
と
さ
れ
た
。R. S

ch
rö

d
er

－C. K
ö

h
n

e, a. a. O
. 

（
注
９
）, S. 478 ff., A

rt. 5; 
M

. S
ch

a
a

b

－R. L
en

z, a. a. O
. 

（
注
３
）, N

r. 88, A
rt. 5, „U

nd sol auch furbaz m
ee in der alten stat und in der nuw

en stat ein 
gericht und ein schultheiß und ein rat sin und sollent die in der nuw

en stat alle die recht, gnade und friheit glich haben 
als die habent, die in der alten stat geseßen sint, ane all geverde.“

（
14
）
前
述
の
文
献
の
他
、H

. E
h

m
er, a. a. O

. 

（
注
２
）, S. 315 f.

（
15
）J. K

o
lb, a. a. O

. 

（
注
２
）, S. 75 ff.; H

. E
h

m
er, a. a. O

. 

（
注
２
）, S. 300 ff. 

い
わ
ゆ
るRuprechtsbau

の
建
設
な
ど
が
行
わ
れ
た
。
城
の

増
築
は
一
六
世
紀
以
降
一
層
大
規
模
に
続
け
ら
れ
て
い
く
。

（
16
）J. K

o
lb, a. a. O

. 

（
注
２
）, S. 173 f.

（
17
）J. K

o
lb, a. a. O

. 

（
注
２
）, S. 207; H

. E
h

m
er, a. a. O

. 

（
注
２
）, S. 306.

（
18
）W

erner R
ö

sen
er, D

ie w
irtschaftlichen Ressourcen der Fürstenhöfe: D

ie schw
indende Bedeutung der Einnahm

en aus 
den K

am
m
ergütern, in: Gerhard F

o
u

q
u

et u. a. (H
g.), H

ofw
irtschaft. Ein ökonom

ischer Blick auf H
of und Residenz in 

Spätm
ittelalter und früher N

euzeit, (Residenzenforschung, Bd. 21), O
stfildern 2008, S. 305-328, S. 313 ff.; Gabriel Z

eilin
ger, 

H
errenspeise und H

ofversorgung

－D
er H

eidelberger H
of um

 1500 als H
aushaltsbetrieb, in: Ebenda, S. 475-485. 

こ
の
問
題

圏
一
般
に
つ
い
て
は
、
同
論
文
集
所
収
の
諸
論
文
の
他
、W

erner P
a

ra
v

icin
i (H

g.), H
öfe und Residenzen im

 spätm
ittelalterlichen 

Reich. Bilder und Begriffe. T
eilbd. 1: Begriffe, (Residenzenforschung, Bd. 15. 

Ⅱ), O
stfildern 2005, S. 33-115.

を
参
照
。

（
19
）W

. R
ö

sen
er, a. a. O

. 

（
注
18
）, S. 316 f.

（
20
）J. K

o
lb, a. a. O

. 

（
注
２
）, S. 107 ff.

（
21
）G. Z

eilin
ger, a. a. O

. 

（
注
18
）, S. 477 ff. 

な
お
、
一
五
〇
八
／
〇
九
年
に
ハ
イ
デ
ル
ベ
ル
ク
の
調
理
所
書
記K

üchenschreiber

に
よ
っ

て
作
成
・
提
出
さ
れ
た
会
計
報
告
に
よ
れ
ば
、
宮
廷
食
材
関
係
の
出
費
は
当
時
の
プ
フ
ァ
ル
ツ
中
央
財
政
で
使
用
可
能
な
金
額
の
九
分
の
一
を
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占
め
て
い
た
。Ebenda, S. 481 ff.

（
22
）
概
観
と
し
て
、M

einrad S
ch

a
a

b, Geschichte der K
urpfalz, Bd. 1: M

ittelalter, Stuttgart 1988, S. 208 ff. 

ハ
イ
デ
ル
ベ
ル
ク
宮
廷

に
お
い
て
展
開
さ
れ
た
学
芸
活
動
の
諸
分
野
に
つ
い
て
は
、Jan

－D
irk M

ü
ller (H

g.), W
issen für den H

of. D
er spätm

ittelalterliche 
V
erschriftungsprozeß am

 Beispiel H
eidelberg im

 15. Jahrhundert, (M
ünstersche M

ittelalter-Schriften, Bd. 67), M
ünster 

1994. 
中
世
後
期
の
プ
フ
ァ
ル
ツ
宮
廷
に
お
け
る
文
学
活
動
と
宮
中
伯
に
よ
る
保
護
に
つ
い
て
は
、M

artina B
a

ck
es, D

as literarische 
Leben am

 kurpfälzischen H
of zu H

eidelberg im
 15. Jahrhundert. Ein Beitrag zur Gönnerforschung des Spätm

ittelalters, 
(H

erm
aea. Germ

aninsitsche Forschungen, N
F Bd. 68), T

übingen 1992 

も
参
照
。一
九
世
紀
か
ら
二
〇
世
紀
初
め
の
文
献
と
し
て
は
、

K
arl H

a
r

t
f

e
ld

e
r, K

onrad C
eltes und der H

eidelberger H
um

anistenkreis, in: H
Z 47 (1882), S. 14-36; D

e
r

s., Zur 
Gelehrtengeschichte H

eidelbergs am
 Ende des M

ittelalters, in: ZGO
 45 (1891), S. 141-171; Jakob W

ille, D
er H

um
anism

us 
in der Pfalz, in: ZGO

 62 (1908), S. 9-40. 

ド
イ
ツ
の
人
文
主
義
に
つ
い
て
、
よ
り
一
般
的
に
は
、Gerhard R

it
t

er, D
ie geschichtliche 

Bedeutung des deutschen H
um

anism
us, in: H

Z 127 (1923), S. 393-453. 

ハ
イ
デ
ル
ベ
ル
ク
大
学
と
人
文
主
義
の
関
係
に
つ
い
て
は
、 

Paul O
skar K

rist
eller, Scholastik und H

um
anism

us an der U
niversität H

eidelberg, in: Gundolf K
eil u. a. (H

g.), D
er 

H
um

anism
us und die oberen Fakultäten, W

einheim
 1987, S. 1-20. 

人
文
主
義
者
コ
ン
ラ
ー
ト
・
ケ
ル
テ
ィ
ス
と
宮
中
伯
フ
ィ
リ
ッ
プ

治
下
の
ハ
イ
デ
ル
ベ
ル
ク
の
人
文
主
義
と
の
関
係
に
つ
い
て
は
、
前
記
の
ハ
ル
ト
フ
ェ
ル
ダ
ー
の
論
文
以
外
に
、Lew

is W
. S

pit
z, Conrad 

Celtis. T
he Germ

an A
rch

－H
um

anist, Cam
bride (M

ass.), 1957, S. 45-54, T
ibor K

la
n

icza
y, Celtis und die sodalitas litteraria 

per G
erm

aniam
, in: A

ugust B
u

c
k und M

artin B
ir

c
h

e
r (H

g.), RE


SPUBLICA




 GUEL




PHERBYTANA












. W

olfenbütteler 
Beiträge zur Renaissance- und Barockforschung, Festschrift für Paul R

a
a

be, A
m
sterdam

 1987, S. 79-105, S. 86 f. 

も
参
照
。

そ
の
他
、
本
文
で
取
り
上
げ
る
以
外
の
、
ハ
イ
デ
ル
ベ
ル
ク
で
活
動
し
た
人
文
主
義
者
に
つ
い
て
は
、W

ilhelm
 W

a
t

t
en

ba
ch, Sam

uel 
K
aroch von Lichtenberg, ein H

eidelberger H
um

anist, in: ZG
O
 28 (1876), S. 38-50; D

e
r

s., W
erner von T

hem
ar, ein 

H
eidelberger H

um
anist, in: ZGO

 33 (1880), S. 1-101. 

（
23
）
彼
の
死
（
一
四
七
六
年
）
に
際
し
て
の
遺
贈
か
ら
知
ら
れ
る
。Gerhard K

a
t

t
erm

a
n

n, Ein Bücherverm
ächtnis des K

urfürsten 
Friedrich I. von der Pfalz, in: ZGO

 89 (1937), S. 44-57.

（
24
）Jan

－D
irk M

ü
ller, D

er siegreiche Fürst im
 Entw

urf der Gelehrten. Zu den A
nfängen eines höfischen H

um
anism

us in 



論　　　説

北法64（5・48）1628

H
eidelberg, in: A

ugust B
u

ck (H
g.), H

öfischer H
um

anism
us, W

einheim
 1989, S. 17-50. 

ま
た
、Gerhard R

it
t

er, A
us dem

 K
reise 

der H
ofpoeten Pfalzgraf Friedrichs I. M

itteilungen aus vatikanischen H
andschriften zur Charakteristik des H

eidelberger 
Frühhum

anism
us, in: ZGO

 38 (1923), S. 109-123; H
enry J. C

o
h

n, T
he Early Renaissance Court in H

eidelberg, in: European 
Studies Review

 1 (1971), S. 295-322.

（
25
）Frank E. B

a
ro

n, T
he Beginnings of Germ

an H
um

anism
: T

he Life and W
ork of the W

andering H
um

anist Peter Luder 
(Ph. D

. California, Berkeley), 1966, S. 8 ff. Peter Luder 

に
つ
い
て
は
、
多
く
の
関
連
史
料
を
伴
っ
たW

ilhelm
 W

a
t

t
en

ba
ch, Peter 

Luder, der erste hum
anistische Lehrer in H

eidelberg, in: ZGO
 22 (1869), S. 33-127 

も
参
照
。
更
に
、D

ers., N
achträgliches 

über Peter Ruder, in: ZGO
 27 (1875), S. 95 -99. 

ま
た
、Eske B

o
ck

elm
a

n
n (H

g.), D
ie M

etrikvorlesung des Frühhum
anisten 

Peter Luder, (GRA
T
IA

. Bam
berger Schriften zur Renaissanceforschung, H

. 14), Bam
berg 1984; Rudolf K

et
t

em
a

n
n, Peter 

Luder (um
 1415-1472). D

ie A
nfänge der hum

anistischen Studien in D
eutschland, in: Paul G

erhard S
c

h
m

id
t (H

g.), 
H
um

anism
us im

 deutschen Südw
esten. Biographische Profile, Sigm

aringen 1993, S. 13-34; Jan

－D
irk M

ü
ller, Sprecher-

Ich und Schreiber-Ich. Zu Peter Luders Panegyricus auf Friedrich d. S., der Chronik des M
athias von K

em
nat und der 

Pfälzer Reim
chronik des M

ichel Beheim
, in: D

ers., (H
g.), a. a. O

. 

（
注
22
）, S. 289-321, S. 293 ff. 

も
参
照
。

（
26
）F. E. B

a
ro

n, a. a. O
. 

（
注
25
）, S. 41 ff. M

atthias von Ram
ung, Jodocus Eichm

ann, Stephan H
oest, M

atthias von K
em

nat

と

の
関
係
に
つ
い
て
、Ebenda, S. 48 ff., 75 ff., 84 ff. 
ま
た
、W

ilfried B
a

rn
er, “Studia toto am

plectenda pectore”. Zu Peter Luders 
Program

m
rede vom

 Jahre 1456, in: A
. B

u
ck u. M

. B
irch

er (H
g.), a. a. O

. 

（
注
22
）, S. 227-251 

も
参
照
。

（
27
）F. E. B

a
ro

n, a. a. O
. 

（
注
25
）, S. 80 ff.; R. K

et
t

em
a

n
n, a. a. O

. 

（
注
25
）, S. 28 ff.; W

ilhelm
 W

a
t

t
en

ba
ch, Peter Luder’s Lobrede 

auf Pfalzgraf Friedrich den Siegreichen, in: ZGO
 23 (1871), S. 21 -38; D

ers., Zu Peter Luder’s Lobrede auf Pfalzgraf Friedrich 
den Siegreichen, in: ZGO

 33 (1880), S. 439. M
atthias von K

em
nat

に
よ
る
ド
イ
ツ
語
訳
に
つ
い
て
は
、K

arl M
aria B

a
u

m
ga

rt
en, 

Laudes palacii et palatini. D
eutsche Lobrede auf K

urfürst Friedrich I. von der Pfalz, in: Röm
ische Q

uartalschrift für 
christliche A

ltertum
skunde und für K

irchengeschichte 1 (1887), S. 231-258. 

宮
廷
で
成
立
し
た
君
主
の
た
め
の
称
賛
演
説
の
事
例
と

し
て
、M

arkus M
ü

ller, Lobreden, in: W
erner P

a
ra

v
icin

i (H
g.), H

öfe und Residenzen im
 spätm

ittelalterlichen Reich. H
of und 

Schrift. (Residenzenforschung, Bd. 15. 

Ⅲ), O
stfildern 2007, S. 505-511.
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（
28
）F. E. B

a
ro

n, a. a. O
. 

（
注
25
）, S. 94 ff.

（
29
）V

eit P
ro

bst, Petrus A
ntonius de Clapis (ca. 1440-1512). Ein italienischer H

um
anist im

 D
ienste Friedrich des Siegreichen 

von der Pfalz, (V
eröffentlichungen des H

istorischen Instituts der U
niversität M

annheim
, Bd. 10), Paderborn u. a. 1989, S. 

6 ff. 
ペ
ト
ル
ス
に
つ
い
て
は
、
ま
た
、Gerhard R

it
t

er, Petrus A
ntonius Finariensis, der N

achfolger Peter Luders in H
eidelberg. 

Ein Beitrag zur Geschichte des Frühhum
anism

us am
 O

berrhein, in: A
rchiv für K

ulturgeschichte 26 (1936), S. 89-103; 
Guido K

isch, Petrus A
ntonius Finariensis’ Lobrede auf Basel, in: D

ers., Gestalten und Problem
e aus H

um
anism

us und 
Jurisprudenz. N

eue Studien und T
exte, Berlin 1969, S. 241-279 

も
参
照
。

（
30
）V

. P
ro

bst, a. a. O
. 

（
注
29
）, S. 19. 

こ
の
君
主
鑑
の
史
料
編
纂
と
し
て
、V

. P
ro

bst, a. a. O
. 

（
注
29
）, S. 152 ff. 

ま
た
ペ
ト
ル
ス
は
、
ハ

イ
デ
ル
ベ
ル
ク
の
宮
廷
に
移
っ
た
後
、
宮
中
伯
の
委
託
を
受
け
て
、
ブ
ル
ゴ
ー
ニ
ュ
公
シ
ャ
ル
ル
お
よ
び
ク
レ
ー
フ
ェ
公
ヨ
ハ
ン
に
献
呈
さ
れ

た
君
主
鑑
を
も
執
筆
し
た
。
史
料
編
纂
は
、
そ
れ
ぞ
れ
、V

. P
ro

bst, a. a. O
. 

（
注
29
）, S. 177 ff., 213 ff. 

ペ
ト
ル
ス
の
君
主
鑑
に
つ
い
て
は
、

Bruno S
in

ger, D
ie Fürstenspiegel in D

eutschland im
 Zeitalter des H

um
anism

us und der Reform
ation. Bibliographische 

G
rundlagen und ausgew

ählte Interpretationen: Jakob W
im

pfeling, W
olfgang Seidel, Johann Sturm

, U
rban R

ieger, 
(H

um
anistische Bibliothek, Reihe I: A

bhandlungen, Bd. 34), M
ünchen 1981, S. 67 ff. 

も
参
照
。 

ま
た
中
世
後
期
の
君
主
鑑
の
事
例

と
し
て
、Sven R

a
beler, Fürstenspiegel, in: W

. P
a

ra
v

icin
i (H

g.), H
of und Schrift. 

（
注
27
）, S. 329-346.

（
31
）V

. P
ro

bst, a. a. O
. 

（
注
29
）, S. 20 ff. 

ペ
ト
ル
ス
が
プ
フ
ァ
ル
ツ
宮
廷
の
関
係
者
な
ど
と
交
わ
し
た
書
簡
の
史
料
編
纂
と
し
て
、V

. 
P

ro
bst, a. a. O

. 

（
注
29
）, S. 109 ff.

（
32
）V

. P
ro

bst, a. a. O
. 

（
注
29
）, S. 40 ff. 

な
お
、
ペ
ト
ル
ス
は
、
宮
中
伯
フ
リ
ー
ド
リ
ヒ
一
世
の
死
後
、
な
お
宮
中
伯
フ
ィ
リ
ッ
プ
の
も
と
で

し
ば
ら
く
仕
え
た
後
、
一
四
八
四
年
以
後
は
マ
イ
ン
ツ
大
司
教
ベ
ル
ト
ル
ト
・
フ
ォ
ン
・
ヘ
ン
ネ
ベ
ル
クBerthold von H

enneberg

の
た

め
に
も
働
き
、教
皇
イ
ン
ノ
ケ
ン
テ
ィ
ウ
ス
八
世
か
ら
教
皇
特
使
に
任
命
さ
れ
る
な
ど
、当
時
の
帝
国
・
教
会
政
治
で
重
要
な
役
割
を
果
た
し
た
。

V
. P

ro
bst, a. a. O

. 

（
注
29
）, S. 83 ff., 90 ff.

（
33
）L. W

. S
pit

z, a. a. O
. 

（
注
22
）, S. 45-54; T

. K
la

n
icza

y, a. a. O
. 

（
注
22
）, S. 86 ff.

（
34
）
こ
れ
ら
の
君
主
鑑
に
つ
い
て
は
、B. S

in
ger, a. a. O

. 

（
注
30
）, S. 75 ff., 173 ff. 

そ
の
う
ち
、
ル
ー
ト
ヴ
ィ
ヒ
五
世
に
捧
げ
ら
れ
た

A
gatharchia

の
史
料
編
纂
と
し
てEbenda, S. 229-249. 

ヴ
ィ
ム
プ
フ
ェ
リ
ン
グ
に
つ
い
て
は
、
他
に
、Joseph K

n
epper, Jakob 
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W
im

pfeling (1450-1528). Sein Leben und und seine W
erke, (Erläuterungen und Ergänzungen zu Janssens Geschichte des 

deutschen V
olkes, B

d. 3, H
. 2-4), F

reiburg 1902; Paul A
d

a
m, L’hum

anism
e a Sélestat. L’ecole, les hum

anistes, la 
bibliotheque, Sélestat 1962, S. 37-50; D

ieter M
ert

en
s, Jakob W

im
pfeling (1450-1528). Pädagogischer H

um
anism

us, in: P. G. 
S

c
h

m
id

t (H
g.), a. a. O

. 

（
注
25
）, S. 35-57; M

arkus M
ü

lle
r, F

ürstenspiegel und B
ischofsspiegel: der B

eitrag Jakob 
W

im
pfelings, in: Sven L

e
m

b
k

e und D
e

r
s. (H

g.), H
um

anisten am
 O

berrhein. N
eue G

elehrte im
 D

ienst alter H
erren, 

(Schriften zur süddeutschen Landeskunde, 37), Leinfelden

－Echterdingen 2004, S. 9-147 

も
参
照
。

（
35
）Stefan R

h
ein, Johannes Reuchlin (1455-1522). Ein deutscher >>uom

o universale<<, in: P. G. S
ch

m
id

t (H
g.), a. a. O

. 

（
注
25
）, 

S. 59-75, S. 66. 

ロ
イ
ヒ
リ
ン
に
つ
い
て
は
他
に
、M

anfred K
rebs (H

g.), Johannes Reuchlin 1455-1522. Festgabe seiner V
aterstadt 

Pforzheim
 zur 500. W

iederkehr seines Geburtstages, Pforzheim
 1955; M

arkus Rafael A
ck

erm
a

n
n, D

er Jurist Johannes 
Reuchlin (1455-1522), (Schriften zur Rechtsgeschichte, H

. 77), Berlin 1999. 

（
36
）
ル
ー
ト
ヴ
ィ
ヒ
・
フ
ォ
ン
・
ア
ス
ト
の
人
文
主
義
へ
の
関
心
に
つ
い
て
は
、Frank E. B

a
ro

n, a. a. O
. 

（
注
25
）, S. 12 ff.

ハ
イ
デ
ル
ベ
ル

ク
大
学
で
教
会
法
の
博
士
学
位
を
取
得
し
、
後
に
シ
ュ
パ
イ
ア
ー
司
教
と
な
っ
た
ラ
ム
ン
グ
と
人
文
主
義
の
関
係
に
つ
い
て
は
、M

axim
ilian 

B
u

ch
n

er, D
ie Stellung des kurpfälzischen K

anzlers und Speierer Bischofs M
athias Ram

ung (†
1478) zum

 geistigen Leben 
seiner Zeit, in: N

eue H
eidelberger Jahrbücher 16 (1910), S. 81-94, S. 88 ff. 

を
参
照
。
ま
た
、D

ers., Ein Jugendgedicht Jakob 
W

im
pfelings auf Bischof M

athias Ram
ung von Speier. Beitrag zur Geschichte des H

um
anism

us in H
eidelberg, in: ZGO

 61 
(1907), S. 478-485 

も
参
照
。

（
37
）
マ
テ
ィ
ア
ス
・
フ
ォ
ン
・
ケ
ム
ナ
ー
ト
の
歴
史
叙
述
と
そ
の
機
能
に
関
し
て
は
、Birgit S

t
u

d
t, Fürstenhof und Geschichte. 

Legitim
ation durch Ü

berlieferung, (N
orm

 und Struktur, Bd. 2), K
öln u. a. 1992. 

ま
た
、D

ies., Ü
berlieferung und Interesse. 

Späte H
andschriften der Chronik des M

atthias von K
em

nat und die Geschichtsforschung der N
euzeit, in: K

urt A
n

d
erm

a
n

n 
(H

g.), H
istoriographie am

 O
berrhein im

 späten M
ittelalter und in der frühen N

euzeit, (O
berrheinische Studien, Bd. 7), 

Sigm
aringen 1988, S. 275-308 

も
参
照
。
宮
廷
お
よ
び
そ
の
周
辺
で
成
立
し
た
歴
史
叙
述
一
般
に
関
し
て
は
、D

ies, 
H
ofgeschichtsschreibung, in: W

. P
a

ra
v

icin
i (H

g.), H
of und Schrift 

（
注
27
）, S. 373-390.

（
38
）B. S

t
u

d
t, Fürstenhof 

（
注
37
）, S. 372-421. 

マ
テ
ィ
ア
ス
・
フ
ォ
ン
・
ケ
ム
ナ
ー
ト
の
年
代
記
の
テ
ク
ス
ト
は
、K

onrad H
o

fm
a

n
n (H

g.), 
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M
atthias von K

em
nat, Chronik Friedrichs I., in: Q

uellen zur Geschichte Friedrichs I des Siegreichen K
urfürsten von der 

Pfalz, Bd. 1, S. 1-141, Bd. 2, S. 304-315, (Q
uellen und Erörterungen zur bayerischen und deutschen Geschichte, Bd. 2, 3), 

M
ünchen 1862-63 (N

D
 A

alen 1969).

（
39
）
プ
フ
ァ
ル
ツ
宮
廷
に
お
け
る
音
楽
活
動
に
つ
い
て
は
、Gerhard P

iet
zsch, Q

uellen und Forschungen zur Geschichte der M
usik 

am
 kurpfälzischen H

of zu H
eidelberg bis 1622, (A

kadem
ie der W

issenschaft und der Literatur, A
bhandlungen der 

geistes- und sozialw
issenschaftlichen K

lasse, Jg. 1963, N
r. 6), H

eidelberg 1963, S. 583-763. 

特
に
ル
ー
プ
レ
ヒ
ト
一
世
以
降
の
宮

中
伯
の
教
養
お
よ
び
音
楽
と
の
か
か
わ
り
に
つ
い
て
は
、Ebenda, S. 618 ff.

（
40
）
こ
の
結
婚
式
に
つ
い
て
は
、M

axim
ilian B

u
ch

n
er, D

ie A
m
berger H

ochzeit (1474). Ein Beitrag zur politischen und kulturellen 
Geschichte des ausgehenden M

ittelalters, in: ZGO
 64 (1910), S. 584-604, 65 (1911), S. 95-127. 

な
お
、こ
の
結
婚
の
前
に
、フ
ィ
リ
ッ

プ
と
ブ
ル
ゴ
ー
ニ
ュ
公
シ
ャ
ル
ル
の
娘
マ
リ
ア
と
の
婚
姻
が
企
て
ら
れ
て
い
た
こ
と
は
、
フ
リ
ー
ド
リ
ヒ
一
世
の
も
と
で
プ
フ
ァ
ル
ツ
が
帝
国

政
治
の
み
な
ら
ず
、
ヨ
ー
ロ
ッ
パ
政
治
上
の
主
要
ア
ク
タ
ー
の
一
角
を
占
め
て
い
た
こ
と
を
示
し
て
い
る
。M

. B
u

ch
n

er, ZGO
 64, S. 590 ff.

（
41
）
こ
の
宮
廷
条
令
に
つ
い
て
は
、Ellen W

idd


er, D
er A

m
berger H

of 1474. Entstehung und Funktion der ältesten kurpfälzischen 
H
ofordnung, in: D

ies. u. a., (H
g.), M

anipulus florum
. A

us M
ittelalter, Landesgeschichte, Literatur und H

istoriographie. 
Festschrift für Peter Jo

h
a

n
ek zum

 60. Geburtstag, M
ünster u. a. 2000, S. 271-305. 

条
令
の
史
料
刊
本
は
、Ebenda, S. 296-305. 

中
世
後
期
・
近
世
ド
イ
ツ
の
宮
廷
条
令
に
つ
い
て
は
、
論
文
集H

olger K
ru

se und W
erner P

a
ra

v
icin

i (H
g.), H

öfe und H
ofordnungen 

1200-1600, (Residenzenforschung, Bd. 10), Sigm
aringen 1999 

の
他
、Ellen W

idd


er, H
ofordnungen, in: W

. P
a

ra
v

icin
i (H

g.),  
H
of und Schrift 

（
注
27
）, S. 391-407

（S. 396-405 
に
、
や
は
り
一
四
七
四
年
の
宮
廷
条
令
の
エ
デ
ィ
シ
ョ
ン
が
あ
る
）; D

ietm
ar 

W
illo

w
e

it, H
ofordnungen als Zeugnisse des R

echtsdenkens, in: R
einhardt B

u
t

z u. a. (H
g.), H

of und T
heorie. 

A
nnäherungen an ein historisches Phänom

en, (N
orm

 und Struktur. Studien zum
 sozialen W

andel in M
ittelalter und 

früher N
euzeit, Bd. 22), K

öln u. a. 2004, S. 165-178. 

多
く
の
領
邦
に
お
い
て
、
他
の
分
野
の
立
法
と
同
様
、
宮
廷
条
令
立
法
の
盛
期
は
一

六
世
紀
で
あ
っ
た
。Ebenda, S. 165 ff. 

個
別
領
邦
の
宮
廷
条
令
に
つ
い
て
は
、
例
え
ば
、K

laus F
lin

k (Bearb.), D
ie klevischen 

H
ofordnungen, (Rechtsgeschichtliche Schriften, Bd. 9), K

öln  u. a. 1997.

（
42
）
ハ
イ
デ
ル
ベ
ル
ク
大
学
に
つ
い
て
は
、M

. S
ch

a
a

b, Geschichte 

（
注
22
）, S. 120 ff., 186 f.; Gerhard R

it
t

er, D
ie H

eidelberger 
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U
niversität. Ein Stück deutscher Geschichte, Bd. 1: D

as M
ittelalter (1386-1508), H

eidelberg 1936; H
erm

ann W
eisert, D

ie 
V
erfassung der U

niversität H
eidelberg. Ü

berblick 1386-1952, (A
bhandlungen der H

eidelberger A
kadem

ie der 
W

issenschaften, Philosophisch

－historische K
lasse, Jg. 1974, 2. A

bhandlung), H
eidelberg 1974; E

ike W
o

lg
a

st, D
ie 

kurpfälzische U
niversität 1386-1803, in: W

ilhelm
 D

o
err (H

g.), Sem
per apertus. Sechshundert Jahre Ruprecht

－K
arls

－

U
niversität H

eidelberg 1386-1986, Bd. 1: M
ittelalter und frühe N

euzeit 1386-1803, Berlin u. a. 1985, S. 1-70; E. W
o

lga
st, 

D
ie U

niversität H
eidelberg 1386-1986, B

erlin u. a. 1986; Peter M
o

r
a

w
, H

eidelberg. U
niversität, H

of und Stadt im
 

ausgehenden M
ittelalter, in: Bernd M

ö
ller u. a. (H

g.), Studien zum
 städtischen Bildungsw

esen des späten M
ittelalters 

und der frühen N
euzeit, (A

bhandlungen der A
kadem

ie der W
issenschaften in Göttingen. Philologisch-historische K

lasse. 
3. F

olge, 137), G
öttingen 1983, S. 524-552, (D

e
r

s., G
esam

m
elte B

eiträge zur deutschen und europäischen 
U
niversitätsgeschichte. Strukturen

－Personen

－E
ntw

icklungen, (E
ducation and Society in the M

iddle A
ges and 

Renaissance, 31), Leiden u. a. 2008, S. 295-329 

に
も
収
録
さ
れ
て
い
る); D

ietm
ar W

illo
w

eit, D
as juristische Studium

 in 
H
eidelberg und die Lizentiaten der Juristenfakultät von 1386 bis 1436, in: W

. D
o

err, a. a. O
., S. 85-135; Enno B

ü
n

z, D
ie 

U
niversität zw

ischen Residenzstadt und H
of im

 späten M
ittelalter. W

echselw
irkung und D

istanz, Integration und 
K
onkurrenz, in: J. H

irsch
biegel u. a. (H

g.), Städtisches Bürgertum
 

（
注
１
）, S. 229-253, S. 249 ff. 

中
世
後
期
の
神
聖
ロ
ー
マ
帝
国

に
お
け
る
大
学
に
関
す
る
日
本
の
研
究
と
し
て
、
島
田
雄
次
郎
『
ヨ
ー
ロ
ッ
パ
大
学
史
研
究
』（
一
九
六
七
年　

未
来
社
）
七

－

九
四
頁
、
別
府

昭
郎
『
ド
イ
ツ
に
お
け
る
大
学
教
授
の
誕
生
』（
一
九
九
八
年　

創
文
社
）
二
三

－

八
二
頁
、
浅
野
啓
子
「
中
世
後
期
ボ
ヘ
ミ
ア
の
教
会
改
革
運

動
と
プ
ラ
ハ
大
学
」
浅
野
啓
子
・
佐
久
間
弘
展
編
著
『
教
育
の
社
会
史　

ヨ
ー
ロ
ッ
パ
中
・
近
世
』（
二
〇
〇
六
年　

知
泉
書
館
）
三
一

－

六
一

頁
、
浅
野
啓
子
「
一
四

－

一
五
世
紀
チ
ェ
コ
に
お
け
る
フ
ス
派
大
学
教
師
と
王
権
」
森
原
隆
編
『
ヨ
ー
ロ
ッ
パ
・
エ
リ
ー
ト
支
配
と
政
治
文
化
』

（
二
〇
一
〇
年　

成
文
堂
）
二
六
〇

－

二
七
九
頁
。

（
43
）
設
立
に
至
る
状
況
と
経
過
に
つ
い
て
、H. W

eisert, a. a. O
. 

（
注
42
）, S. 19 f.; E. W

o
lga

st, D
ie kurpfälzische U

niversität 

（
注
42
）, S. 

1 ff. 

（
44
）Eduard W

in
k

elm
a

n
n (H

g.), U
rkundenbuch der U

niversität H
eidelberg, Bd. 1: U

rkunden, H
eidelberg 1886, N

r. 2; M
. 

S
ch

a
a

b

－R. L
en

z, a. a. O
. 

（
注
３
）, N

r. 79.
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（
45
）
一
三
八
六
年
一
〇
月
に
、宮
中
伯
ル
ー
プ
レ
ヒ
ト
一
世
は
、大
学
の
組
織
、教
師
と
学
生
に
与
え
ら
れ
る
保
護
と
安
全
通
行
権
、市
内
の
家
賃
、

流
通
税
の
免
除
、
教
師
と
学
生
に
対
す
る
裁
判
手
続
な
ど
に
関
し
て
、
特
権
状
を
発
行
し
た
。E. W

in
k

elm
a

n
n, a. a. O

. 

（
注
44
）, N

r. 4-9.
（
46
）D

. W
illo

w
eit, Studium

 

（
注
42
）, S. 120 f.; P. M

o
ra

w, H
eidelberg 

（
注
42
）, S. 525.

（
47
）E. W

in
k

elm
a

n
n, a. a. O

. 

（
注
44
）, N

r. 1, 3.

（
48
）
既
に
教
皇
の
設
立
特
権
状
が
パ
リ
と
同
様
の
教
育
活
動
お
よ
び
特
権
を
保
証
し
て
い
た
。E. W

in
k

elm
a

n
n, a. a. O

. 

（
注
44
）, N

r. 2, „... ut 
in dicta villa decetero sit studium

 generale ad instar Parisiensis illudque perpetuis tem
poribus inibi vigeat tam

 in 
theologia et iuris canonici quam

 alia qualibet licita facultate, quodque legentes et studentes ibidem
 om

nibus privilegiis 
libertatibus et im

m
unitatibus, concessis m

agistris in theologia ac doctoribus legentibus et studentibus com
m
orantibus in 

studio generali Parisiensi, gaudeant et utantur …
“. 

ま
た
一
三
八
六
年
一
〇
月
の
宮
中
伯
ル
ー
プ
レ
ヒ
ト
一
世
の
特
権
状
も
パ
リ
大
学

が
フ
ラ
ン
ス
王
か
ら
享
受
し
て
い
る
の
と
同
様
の
特
権
を
認
め
た
。Ebenda, N

r. 5, “Insuper om
nes et singulos dictos m

agistros et 
scolares presentes advenientes et recedentes in om

nibus districtibus nobis subiectis om
nibus et singulis privilegiis et 

franchisiis, libertatibus et im
m
unitatibus volum

us gaudere, quantum
 consuetudo patrie hoc tollerare potest, quibus 

m
agistri et scolares in universitate Parisiensi studentes per illustrissim

os Francorum
 reges hactenus in regno Francie 

privilegiati exstiterunt.”

（
49
）
設
立
時
の
組
織
構
想
と
そ
の
後
の
変
化
に
つ
い
て
は
、H

. W
eisert, a. a. O

. 

（
注
42
）, S. 20 ff.; E. W

o
lga

st, D
ie kurpfälzische 

U
niversität 

（
注
42
）, S. 3-5.

（
50
）E. W

in
k

elm
a

n
n, a. a. O

. 

（
注
44
）, N

r. 46, 

（
51
）Eduard W
in

k
elm

a
n

n (H
g.), U

rkundenbuch der U
niversität H

eidelberg, Bd. 2: Regesten, H
eidelberg 1886, N

r. 182, 183.

（
52
）H

. W
eisert, a. a. O

. 

（
注
42
）, S. 40 ff.; E. W

o
lga

st, D
ie kurpfälzische U

niversität 

（
注
42
）, S. 5-7.

（
53
）P. M
o

ra
w, H

eidelberg 

（
注
42
）, S. 529.

（
54
）E. W

o
lga

st, D
ie kurpfälzische U

niversität 

（
注
42
）, S. 16. 

も
っ
と
も
、
そ
れ
以
前
か
ら
、
ヨ
ブ
・
フ
ェ
ー
ナ
ーJob V

ener 

な
ど
イ

タ
リ
ア
で
ロ
ー
マ
法
を
学
ん
だ
学
識
法
曹
が
、
プ
フ
ァ
ル
ツ
宮
廷
に
仕
え
た
こ
と
に
つ
い
て
、P. M

o
ra

w, H
eidelberg 

（
注
42
）, S. 531 ff.

（
55
）E. W

o
lga

st, D
ie kurpfälzische U

niversität 

（
注
42
）, S. 9f., 19.
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（
56
）E. W

o
lga

st, D
ie kurpfälzische U

niversität 

（
注
42
）, S. 12 f.; P. M

o
ra

w, H
eidelberg 

（
注
42
）, S. 543.

（
57
）
ハ
イ
デ
ル
ベ
ル
ク
市
民
の
中
か
ら
も
、
中
・
上
層
階
層
出
身
者
を
中
心
に
、
多
く
の
学
生
が
ハ
イ
デ
ル
ベ
ル
ク
大
学
で
学
ん
だ
こ
と
に
つ
い

て
は
、P. M

o
ra

w, H
eidelberg 

（
注
42
）, S. 541 ff. 

を
参
照
。

（
58
）
ハ
イ
デ
ル
ベ
ル
ク
大
学
で
は
、
創
設
時
の
マ
ル
シ
リ
ウ
ス
・
フ
ォ
ン
・
イ
ン
ゲ
ン
以
来
ま
ず
名
目
論
（
い
わ
ゆ
るvia m

oderna

）
が
教
え

ら
れ
て
い
た
が
、
そ
の
後
一
四
四
〇
年
代
か
ら
実
在
論
（
い
わ
ゆ
るvia antiqua

）
を
奉
じ
る
教
師
が
登
場
し
、
両
派
の
間
で
激
し
い
対
立
が

起
き
て
い
た
。
こ
の
対
立
と
一
四
五
二
年
の
フ
リ
ー
ド
リ
ヒ
一
世
の
大
学
改
革
に
つ
い
て
、H

. W
eisert, a. a. O

. 

（
注
42
）, S. 46 ff.; E. 

W
o

lga
st, D

ie kurpfälzische U
niversität 

（
注
42
）, S. 13 ff.; E. W

in
k

elm
a

n
n, a. a. O

. 

（
注
44
）, N

r. 109.  

そ
の
後
の
宮
中
伯
た
ち
に
よ

る
大
学
へ
の
介
入
に
つ
い
て
、H

. W
eisert, a. a. O

. 

（
注
42
）, S. 48 ff.

（
59
）P. M

o
ra

w, H
eidelberg 

（
注
42
）, S. 530f.; D

. W
illo

w
eit, Studium

 

（
注
42
）, S. 124.

（
60
）
ハ
イ
デ
ル
ベ
ル
ク
大
学
と
人
文
主
義
と
の
関
係
に
つ
い
て
、E. W

o
lga

st, D
ie kurpfälzische U

niversität 

（
注
42
）, S. 17. 

ペ
ー
タ
ー
・

ル
ー
ダ
ー
と
大
学
と
の
関
係
に
つ
い
て
、R. K

et
t

em
a

n
n, a. a. O

. 

（
注
25
）, S. 25 ff.

（
61
）
中
世
後
期
ド
イ
ツ
の
諸
領
邦
に
お
け
る
ア
ム
ト
制
と
地
方
行
財
政
の
発
達
に
つ
い
て
、
一
般
的
に
は
、D

ietm
ar W

illo
w

eit, D
ie 

Entw
icklung und V

erw
altung der spätm

ittelalterlichen Landesherrschaft, in: K
urt G. A

. Jeserich u. a. (H
g.), D

eutsche 
V
erw

altungsgeschichte, Bd.1: V
om

 Spätm
ittelalter bis zum

 Ende der Reiches, Stuttgart 1983, S. 66-143, 

と
り
わ
けS. 92-

104; E. S
ch

u
bert, a. a. O

. 

（
注
１
）, S. 14 ff. 
領
邦
間
の
比
較
プ
ロ
ソ
ポ
グ
ラ
フ
ィ
ー
研
究
と
し
て
重
要
な
の
が
、Christian H

esse, 
A
m

tsträger der F
ürsten im

 spätm
ittelalterlichen R

eich. D
ie F

unktionseliten der lokalen V
erw

altung in B
ayern

－

Landshut, H
essen, Sachsen und W

ürttem
berg 1350-1515, (Schriftenreihe der H

istorischen K
om

m
ission bei der 

Bayerischen A
kadem

ie der W
issenschaften, Bd. 70), Göttingen 2003. 

近
世
へ
の
展
開
に
つ
い
て
は
、W

ilhelm
 Ja

n
ssen, N

eue 
W

ege und Form
en territorialer V

erw
altung am

 N
iederrhein im

 Ü
bergang zur frühen N

euzeit, in: Rhvjbll 58 (1994), S. 133-
148. 

西
南
ド
イ
ツ
を
対
象
と
し
た
、
地
方
末
端
に
お
け
る
支
配
関
係
と
近
世
的
支
配
の
形
成
を
扱
っ
た
モ
ノ
グ
ラ
フ
と
し
て
、T

hom
as 

S
im

o
n, Grundherrschaft und V

ogtei. Eine Strukturanalyse spätm
ittelalterlicher und frühneuzeitlicher H

errschaftsbildung, 
(Ius Com

m
une, Sonderhefte 77), Frankfurt a. M

. 1995.

（
62
）
一
四
世
紀
末
ま
で
の
プ
フ
ァ
ル
ツ
支
配
の
拡
大
に
つ
い
て
は
、M

einrad S
ch

a
a

b, D
ie Festigung der pfälzischen T

erritorialm
acht 
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im
 14. Jahrhundert, in: H

ans P
a

t
ze (H

g.), D
er deutsche T

erritorialstaat im
 14. Jahrhundert, B

d. 2, (V
orträge und 

Forschungen, Bd. 14), Sigm
aringen 1971, S. 171-197, S. 177 ff.; D

ers., Geschichte 

（
注
22
）, S. 80 ff., 104 ff.; D

ers., K
urpfalz, in: 

D
ers und H

ansm
artin S

ch
w

a
rzm

a
ier (H

g.), H
andbuch der Baden-W

ürttem
bergischen Geschichte, Bd. 2: D

ie T
erritorien 

im
 alten Reich, Stuttgart 1995, S. 247-333, S. 256 ff. 

を
参
照
。

（
63
）A

. S
ch

ä
fer, Bretten 

（
注
102
）, S. 84.

（
64
）RPR, 1, N

r. 3070, 3098, 3175; M
. S

ch
a

a
b, Festigung 

（
注
62
）, S. 177, 185.

（
65
）RPR, 1, N

r. 3916, 3928. Ladenburg

に
対
し
て
は
、
ラ
イ
ン
宮
中
伯
と
ヴ
ォ
ル
ム
ス
司
教
が
半
分
ず
つ
支
配
権
を
持
つ
こ
と
と
な
っ
た
。

RPR, 1, N
r. 4620.

（
66
）M

. S
ch

a
a

b, Festigung 
（
注
62
）, S. 177.

（
67
）
こ
の
分
野
に
関
し
て
、
中
世
後
期
ド
イ
ツ
の
領
邦
一
般
に
つ
い
て
は
、E. S

ch
u

bert, a. a. O
. 

（
注
１
）, S. 61 ff.

（
68
）
宮
中
伯
の
地
方
行
財
政
の
発
展
に
つ
い
て
は
、H

enry J. C
o

h
n, T

he Governm
ent of the Rhine Palatinate in the Fifteenth 

Century, O
xford 1965, S. 235 ff.; M

. S
ch

a
a

b, Festigung 

（
注
62
）, S. 191 ff.; D

ers., Geschichte 

（
注
22
）, S. 118 f., 189 ff., 207. 

個
別

の
オ
ー
バ
ー
ア
ム
トO

beram
t

に
つ
い
て
は
、D

aniel H
ä

berle, D
as Reichsland bei K

aiserslautern, K
aiserslautern 1907; W

ilhelm
 

F
a

briciu
s, D

as Pfälzische O
beram

t Sim
m
ern, in: W

estdeutsche Zeitschrift für Geschichte und K
unst 28 (1909), S. 70-131; 

Eugen S
c

h
m

id
t

b
o

r
n, Zur Geschichte des kurpfälzischen O

beram
ts Bacharach, (D

iss. phil. M
arburg), M

arburg 1913; 
T
heodor K

a
rst, N

eustadt als linksrheinisches Zentrum
 pfalzgräflich-kurpfälzischer H

errschaft und V
erw

altung, in: K
.

－P. 
W

e
st

r
ic

h, N
eustadt 

（
注
102
）, S. 139-170; A

. S
c

h
ä

f
e

r, B
retten 

（
注
102
）, S. 135 ff.; Sigrid S

c
h

m
it

t, T
erritorialstaat und 

G
em

einde im
 kurpfälzischen O

beram
t A

lzey, V
om

 14. bis zum
 A

nfang des 17. Jahrhunderts, (G
eschichtliche 

Landeskunde, Bd. 38), Stuttgart 1992

（
一
六
世
紀
を
中
心
に
し
た
モ
ノ
グ
ラ
フ
）; 

オ
ー
バ
ー
ア
ム
ト
・
ゲ
ル
マ
ー
ス
ハ
イ
ムO

beram
t 

Germ
ersheim

 

に
つ
い
て
は
、Joseph P

ro
bst, Geschichte der Stadt und Festung Germ

ersheim
, Speyer 1898, S. 265 ff. 

更
に
下

の
レ
ベ
ル
の
地
方
行
財
政
に
つ
い
て
の
個
別
研
究
と
し
て
、Rüdiger L

en
z, K

ellerei und U
nteram

t D
ilsberg. Entw

icklung einer 
regionalen V

erw
altungsinstanz im

 Rahm
en der kurpfälzischen T

erritorialpolitik am
 unteren N

eckar, (V
eröffentlichungen 

der K
om

m
ission für geschichtliche Landeskunde in Baden

－W
ürttem

berg, Reihe B: Forschungen, Bd. 115), Stuttgart 1989 
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が
、
や
は
り
主
に
近
世
の
状
態
を
中
心
に
検
討
し
て
い
る
。

（
69
）M

. S
ch

a
a

b, Entstehung 

（
注
２
）, S. 255, 263 f.; Siegfried H

o
fm

a
n

n, U
rkundenw

esen, K
anzlei und Regierungssystem

 der 
H
erzöge von Bayern und Pfalzgrafen bei Rhein von 1180 bzw

. 1214 bis 1255 bzw
. 1294, (M

ünchener H
istorische Studien, 

A
bteilung Geschichtliche H

ilfsw
issenschaften, Bd. 3), K

allm
ünz 1967, S. 32 f.

（
70
）S. H

o
fm

a
n

n, a. a. O
. 

（
注
69
）, S. 31.

（
71
）S. H

o
fm

a
n

n, a. a. O
. 

（
注
69
）, S. 31 f.

（
72
）S. H

o
fm

a
n

n, a. a. O
. 

（
注
69
）, S. 103 f.

（
73
）A

lfons S
prin

k
a

rt, K
anzlei, Rat und U

rkundenw
esen der Pfalzgrafen bei Rhein und H

erzöge von Bayern 1294 bis 1314 
(1317). Forschungen zum

 Regierungssystem
 Rudolfs I. und Ludw

igs Ⅳ
., (Forschungen zur K

aiser-und Papstgeschichte 
des M

ittelalters. Beiheft zu J. F. Böhm
er, Regesta Im

perii, Bd. 4), K
öln/W

ien 1986, S. 222 ff.

（
74
）A

. S
prin

k
a

rt, a. a. O
. 

（
注
73
）, S. 235 ff.

（
75
）A

. S
prin

k
a

rt, a. a. O
. 

（
注
73
）, S. 243 ff.

（
76
）Joachim

 S
piegel, U

rkundenw
esen, K

anzlei, Rat und Regierungssystem
 des Pfalzgrafen bei Rhein und H

erzogs von 
Bayern Ruprecht I. (1309-1390), 2 T

eile, N
eustadt an der W

einstraße 1996., T
. 1, S. 350 ff.

（
77
）J. S

piegel, a. a. O
. 

（
注
76
）, T

. 1, S. 353 ff.

（
78
）J. S

piegel, a. a. O
. 

（
注
76
）, T

. 1, S. 367 ff.

（
79
）J. S

piegel, a. a. O
. 

（
注
76
）, T

. 1, S. 366 f.

（
80
）J. S

piegel, a. a. O
. 

（
注
76
）, T

. 1, S. 389 ff.

（
81
）J. S

piegel, a. a. O
. 

（
注
76
）, T

. 1, S. 474 ff. 

ゲ
ル
マ
ー
ス
ハ
イ
ム
の
フ
ォ
ー
ク
ト
に
つ
い
て
は
、J. P

ro
bst, Germ

ersheim
 

（
注
68
）, S. 

302 f. 

ジ
ッ
キ
ン
ゲ
ンSickingen

、
ヒ
ル
シ
ュ
ホ
ル
ン H

irschhorn
、
リ
ン
デ
ン
フ
ェ
ル
ス Lindenfels

、
ナ
イ
ペ
ル
グ N

eipergg

、
ゲ
ミ

ン
ゲ
ン Gem

m
ingen

な
ど
の
下
級
貴
族
家
門
出
身
者
が
フ
ォ
ー
ク
ト
に
な
っ
て
い
る
。

（
82
）J. S

piegel, a. a. O
. 

（
注
76
）, T

. 1, S. 393 ff.; M
. S

ch
a

a
b, Festigung 

（
注
62
）, S. 192. 

一
五
世
紀
中
葉
以
降
、
ゲ
ル
マ
ー
ス
ハ
イ
ム
で
も

地
方
書
記Landschreiber

が
史
料
に
現
れ
る
。J. P

ro
bst, Germ

ersheim
 

（
注
68
）, S. 308.
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（
83
）J. K

o
lb, a. a. O

. 

（
注
２
）, S. 187 f.; M

. S
ch

a
a

b, Festigung, S. 192.
（
84
）J. K

o
lb, a. a. O

. 

（
注
２
）, S. 136 ff. 

た
だ
し
、
残
っ
て
い
る
史
料
は
上
プ
フ
ァ
ル
ツ
関
係
の
も
の
が
比
較
的
多
い
。

（
85
）J. K

o
lb, a. a. O

. 

（
注
２
）, S. 142 f., 147. 

ヴ
ィ
ッ
ツ
ト
ゥ
ー
ム
、
フ
ォ
ー
ク
ト
な
ど
と
税
関
書
記Zollschreiber

ら
と
の
こ
の
よ
う
な
違

い
は
、
前
者
が
現
地
で
多
く
の
出
費
を
自
ら
な
す
必
要
が
あ
っ
た
の
に
対
し
て
、
後
者
に
は
そ
の
必
要
性
が
小
さ
か
っ
た
こ
と
に
よ
る
の
で
あ

ろ
う
。

（
86
）
ラ
イ
ン
宮
中
伯
の
城
塞
政
策
の
概
観
と
し
て
、M

. S
ch

a
a

b, Geschichte 

（
注
22
）, S. 109 f.

（
87
）J. S

piegel, a. a. O
. 

（
注
76
）, T

. 1, S. 413 ff.

（
88
）M

. S
ch

a
a

b, Geschichte 

（
注
22
）, S. 114.

（
89
）J. S

piegel, a. a. O
. 

（
注
76
）, T

. 1, S. 436 ff.

（
90
）M

. S
ch

a
a

b, Geschichte 
（
注
22
）, S. 187 ff.; D

ers., K
urpfalz 

（
注
62
）, S. 276 ff.

（
91
）
以
下
、M

. S
ch

a
a

b, Geschichte 
（
注
22
）, S. 192, 207; H

. J. C
o

h
n, a. a. O

. 

（
注
68
）, S. 235 ff.; S. S

ch
m

it
t, T

erritorialstaat 

（
注
68
）, 

S. 9.

（
92
）
具
体
的
に
例
え
ば
、
オ
ー
バ
ー
ア
ム
ト
・
ア
ル
ツ
ァ
イ
に
お
け
る
地
方
書
記
職
の
発
展
に
つ
い
て
、S. S

ch
m

it
t, T

erritorialstaat 

（
注
68
）, 

S. 13. 

な
お
、
そ
こ
で
農
民
に
課
さ
れ
た
さ
ま
ざ
ま
な
負
担
に
つ
い
て
は
、Ebenda, S. 139 ff.

（
93
）
こ
の
よ
う
な
政
策
の
結
果
成
立
し
た
村
落
裁
判
所
の
一
六
世
紀
に
お
け
る
状
態
に
つ
い
て
は
、S. S

ch
m

it
t, T

erritorialstaat 

（
注
68
）, S. 

117 ff.

（
94
）
例
え
ば
、
ア
ル
ツ
ァ
イ
近
く
の
オ
ス
ト
ホ
ー
フ
ェ
ンO

sthofen

に
お
い
て
、
プ
フ
ァ
ル
ツ
が
体
僕
支
配Leibherrschaft

を
手
掛
か
り
に
、

裁
判
支
配
の
半
分
を
有
し
た
マ
イ
ン
ツ
大
司
教
の
影
響
力
を
空
洞
化
し
て
い
っ
た
こ
と
に
つ
い
て
、S. S

ch
m

it
t, T

erritorialstaat 

（
注
68
）, S. 

94 ff.

（
95
）S. S
ch

m
it

t, T
erritorialstaat 

（
注
68
）, S. 114.

（
96
）
オ
ー
バ
ー
ア
ム
ト
・
ア
ル
ツ
ァ
イ
に
お
け
る
領
邦
支
配
下
の
土
地
領
主
支
配
に
つ
い
て
、S. S

ch
m

it
t, T

erritorialstaat （
注
68
）, S. 161 ff.

（
97
）
や
は
り
オ
ー
バ
ー
ア
ム
ト
・
ア
ル
ツ
ァ
イ
に
お
け
る
具
体
例
（
農
村
ゲ
マ
イ
ン
デ
の
組
織
、
経
済
活
動
、
社
会
構
造
）
と
し
て
、S. 
S

ch
m

it
t, T

erritorialstaat 

（
注
68
）, S. 228 ff.
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（
98
）
ツ
ェ
ン
ト
裁
判
所
お
よ
び
そ
の
基
礎
と
な
っ
た
ツ
ェ
ン
ト
に
つ
い
て
は
、
さ
し
あ
た
り
、Gerhard T

h
eu

erk
a

u
f, A

rt. Zent, in: H
RG, 1. 

A
ufl., Berlin 1998, Sp. 1663 f.; D

ers., A
rt. Zentgericht, in: H

RG, 1. A
ufl., Berlin 1998, Sp. 1664 f. 

を
参
照
。

（
99
）Fritz Z

im
m

erm
a

n
n, D

ie W
eistüm

er und der A
usbau der Landeshoheit in der K

urpfalz, (H
istorische Studien, H

. 311), 
Berlin 1937, S. 23 ff. O

denw
ald

のA
ffolterbach, W

aldm
ichelbach

、Bergstraße

のLandberg, Sachsenheim

、N
eckar

流
域
の

Reichartshausen, N
eckargm

ünd

の
各Zent

に
お
い
て
法
判
告
が
な
さ
れ
、公
証
人
に
よ
っ
て
記
録
さ
れ
た
。Carl B

rin
k

m
a

n
n (Bearb.), 

Reichartshauser und M
eckesheim

er Zent, (Badische W
eistüm

er und D
orfordnungen, 1. A

bt. Pfälzische W
eistüm

er und 
D
orfordnungen, H

. 1), H
eidelberg 1917, N

r. 3 (R
eichartshausen); K

arl K
o

lln
ig (B

earb.), D
ie W

eistüm
er der Zent 

Schriesheim
, (Badische W

eistüm
er und D

orfordnungen, Bd. 2), (V
eröffentlichungen der K

om
m
ission für Geschichtliche 

Landeskunde in Baden

－W
ürttem

berg, Reihe A
: Q

uellen, Bd. 16), Stuttgart 1968, S. 10 ff., A
rt. 1, „W

ir bekennen, sprechen 
und w

ysen hutzutage ja unserm
 gnedigen hern, herzog Ludw

igen, obersten vogt und hern des landgerichtes, und das er 
uff und in derselben zent zu gebieten und zu verbieten und auch buß, hoe und nider, zu m

achen hat.“ (Sachsenheim
), S. 

293 (N
eckargm

ünd).

（
100
）F. Z

im
m

erm
a

n
n, a. a. O

. 

（
注
99
）, S. 41 ff., 65 ff., 70 ff., 77 ff. 

例
え
ば
、
プ
フ
ァ
ル
ツ
と
マ
イ
ン
ツ
の
間
で
争
わ
れ
て
い
たSchriesheim

のZentallm
end

の
支
配
権
は
、
一
四
四
九
年
の
法
判
告
で
プ
フ
ァ
ル
ツ
側
に
あ
る
こ
と
が
宣
言
さ
れ
た
。K

. K
o

lln
ig, a. a. O

. 

（
注
99
）, S. 

36 ff., A
rt. 2, „D

a w
ysen w

ir, das unser genediger herr, der pfalzgrave, oberster faut und herr sy, die alm
an zu 

beschirm
en und schuern dem

 land und arm
en lutten, die recht darin han.“ 

な
お
、
ラ
イ
ン
宮
中
伯
の
支
配
下
に
入
っ
た
ラ
イ
ン

右
岸
のZent

お
よ
び
そ
の
管
轄
区
域
に
お
け
る
法
判
告
の
史
料
刊
本
と
し
て
、
上
記
の
他
に
、K

arl K
o

lln
ig (Bearb.), D

ie W
eistüm

er 
der Zent K

irchheim
, (Badische ..., Bd. 3), (V

eröffentlichungen ... Bd. 29), Stuttgart 1979; D
ers., (Bearb.), D

ie W
eistüm

er der 
Zenten Eberbach und M

osbach, (Badische ..., Bd. 4), (V
eröffentlichungen ..., Bd. 38), Stuttgart 1985. 

法
判
告W

eistüm
er

の
研

究
史
お
よ
び
概
念
規
定
に
つ
い
て
は
、
さ
し
あ
た
り
、S. S

ch
m

it
t, T

erritorialstaat 

（
注
68
）, S. 26 ff.; W

erner R
ö

sen
er, Einführung 

in die A
grargeschichte, D

arm
stadt 1997, S. 48 -55 

お
よ
び
そ
こ
に
挙
げ
ら
れ
た
文
献
を
参
照
。

（
101
）
中
世
後
期
ド
イ
ツ
領
邦
に
お
け
る
都
市
の
意
義
に
つ
い
て
、一
般
的
に
は
、E. S

ch
u

bert, a. a. O
. 

（
注
１
）, S. 73 ff. 

日
本
語
文
献
と
し
て
、

千
葉
徳
夫
「
中
世
後
期
」（
注
１
）。



中世後期ドイツにおけるライン宮中伯の領邦支配とヘゲモニー（３）

北法64（5・59）1639

（
102
）
宮
中
伯
の
都
市
統
治
に
つ
い
て
は
、M

. S
ch

a
a

b, Geschichte 

（
注
22
）,, S. 110 ff.; Sigrid S

ch
m

it
t, Landesherr, Stadt und 

Bürgertum
 in der K

urpfalz des späten M
ittelalters und der frühen N

euzeit, in: Jürgen T
reffeisen und K

urt A
n

d
erm

a
n

n 
(H

g.), Landesherrliche Städte in Südw
estdeutschland, (O

berrheinische Studien, Bd. 12), Sigm
aringen 1994, S. 45-66.　

以
下

の
都
市
政
策
に
つ
い
て
、Ebenda, S. 47 ff. 

ま
た
最
近
の
モ
ノ
グ
ラ
フ
と
し
て
、Christian R

ein
h

a
rd

t, Fürstliche A
utorität versus 

städtische A
utonom

ie. D
ie Pfalzgrafen bei Rhein und ihre Städte 1449 bis 1618: A

m
berg, M

osbach, N
abburg und N

eustadt 
an der H

aardt, (V
eröffentlichungen der K

om
m
ission für geschichtliche Landeskunde in Baden

－W
ürttem

berg, Reihe B: 
Forschungen, Bd. 186), Stuttgart 2012. 

宮
中
伯
支
配
下
の
個
々
の
都
市
に
関
し
て
は
、
ア
ル
ツ
ァ
イ
に
つ
い
て
、Ludw

ig P
et

ry, 
A
lzey in der w

ittelsbachischen Politik, in: Friedrich K
arl B

eck
er (H

g.), 1750 Jahre A
lzey. Festschrift, A

lzey 1973, S. 127-
140; K

laus

－Peter S
ch

rö
d

er, A
lzey. V

erfassungsgeschichtliche Entw
icklung einer kurpfälzischen Stadt, in: Friedrich K

arl 
B

eck
er (H

g.), 700 Jahre Stadt A
lzey. Festschrift, A

lzey 1977, S. 58-100. 

ノ
イ
シ
ュ
タ
ッ
ト
に
つ
い
て
、Pirm

in S
piess, 

V
erfassungsentw

icklung der Stadt N
eustadt an der W

einstraße von den A
nfängen bis zur französischen Revolution, 

(V
eröffentlichungen zur Geschichte von Stadt und K

reis N
eustadt an der W

einstraße, Schriftenreihe der Bezirksgruppe 
N
eustadt im

 H
istorischen V

erein der Pfalz 6), Speyer 1970; K
laus

－Peter W
est

rich (Bearb.), N
eustadt an der W

einstraße. 
Beiträge zur Geschichte einer pfälzischen Stadt, N

eustadt an der W
einstraße 1975; A

dalbert E
rler (H

g.), D
er O

berhof zu 
N
eustadt an der W

einstraße, (Frankfurter w
issenschaftliche Beiträge, Rechts- und w

irtschaftsw
issenschaftliche Reihe, 

Bd. 23, 24), 2 Bde., Frankfurt a. M
. 1968, 1971; Ch. R

ein
h

a
rd

t, a. a. O
., S. 42-68. 

カ
イ
ザ
ー
ス
ラ
ウ
テ
ル
ン
に
つ
い
て
、K

arl 
N

ie
d

e
r

h
ö

f
e

r, D
ie Stadtordnung für K

aiserslautern zu B
eginn des 15. Jahrhunderts. E

in B
eitrag zum

 R
echt der 

kurpfälzischen T
erritorialstädte, in: M

H
V
P 74 (1976), S. 29-38. 

ゲ
ル
マ
ー
ス
ハ
イ
ム
に
つ
い
て
、J. P

ro
bst, Germ

ersheim
, 

（
注
68
）. 

モ
ス
バ
ッ
ハ
に
つ
い
て
、Ch. R

ein
h

a
rd

t, a. a. O
., S. 68-91. 

ヴ
ァ
イ
ン
ハ
イ
ム
に
つ
い
て
、John Gustav W

eiss, Geschichte der Stadt 
W

einheim
 an der B

ergstraß
e, W

einheim
 1911; F

ritz T
r

a
u

t
z, D

ie m
ittlere Stadt der deutschen G

eschichte unter 
besonderer Berücksichtigung von W

einheim
, in: W

einheim
er Geschichtsblatt 23 (1955), S. 3-18. 

エ
ー
バ
ー
バ
ッ
ハ
に
つ
い
て
、

H
ans M

artin S
c

h
w

a
r

zm
e

ie
r, Geschichte der Stadt Eberbach am

 N
eckar bis zur Einführung der Reform

ation 1556, 
(Geschichte der Stadt Eberbach am

 N
eckar, Bd. 1), Sigm

aringen 1986, S. 79-180. 

ブ
レ
ッ
テ
ン
に
つ
い
て
、A

lfons S
ch

ä
fer, 
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Geschichte der Stadt Bretten von den A
nfängen bis zur Zerstörung im

 Jahre 1689, (O
berrheinische Studien, Bd. 4), 

K
arlsruhe 1978 

と
り
わ
けS. 95-195; D

ers., (Bearb.), U
rkunden, Rechtsquellen und Chroniken zur Geschichte der Stadt 

Bretten, Bretten 1967. 

（
103
）RPR, 1, N

r. 943; Pirm
in S

piess, D
as Privileg K

önig Rudolfs von H
absburg vom

 6. A
pril 1275, in: K

laus

－Peter W
est

rich, 
N
eustadt 

（
注
102
）, S. 91-106. 

都
市
ノ
イ
シ
ュ
タ
ッ
ト
の
起
源
と
初
期
史
に
つ
い
て
は
、
ま
た
、H

erm
ann S

ch
reibm

ü
ller, D

ie ältesten 
Besitzer und der N

am
e der Stadt N

eustadt an der H
aardt, in: Ebenda, S. 63-71; K

arl Richard W
ein

t
z, Zur Entstehung von 

N
eustadt an der W

einstraße, in: Ebenda, S. 73-76; K
laus

－Peter S
ch

rö
d

er, Ü
berlegungen zur Gründung von N

eustadt an 
der W

einstraße, in: Ebenda, S. 77-89 

も
参
照
。

（
104
）RPR, 1, N

r. 1011; Ludw
ig B

a
u

r (H
g.), H

essische U
rkunden, Bd. 2, N

D
 A

alen 1979, N
r. 307; M

. S
ch

a
a

b

－R. L
en

z, a. a. O
. 

（
注
３
）, N

r. 31; Georg Friedrich B
ö

h
n, D

ie A
lzeyer Stadtrechtsverleihung von 1277 in territorialgeschichtlicher Sicht, in: 

Friedrich K
arl B

eck
er (H

g.), 1750 Jahre A
lzey 

（
注
102
）, S. 141-151; A

lbrecht E
ck

h
a

rd
t, K

önig Rudolfs Stadtrechtsverleihung 
für A

lzey vom
 24. O

ktober 1277. M
it einer vergleichenden U

ntersuchung der Freiungsprivilegien für Zw
ingenberg, 

Landau, N
eustadt a. d. W

., Braubach, D
ieburg und Cam

berg (1274-1281) sow
ie andere O

rte des m
ittelrheinischen Raum

es, 
in: Friedrich K

arl B
eck

er (H
g.), 700 Jahre Stadt A

lzey 

（
注
102
）, S. 32-57.

（
105
）RPR, 1, N

r. 2952; 

そ
の
意
義
に
つ
い
て
、M

. S
ch

a
a

b, Festigung 

（
注
62
）, S. 179.

（
106
）
ア
ル
ツ
ァ
イ
の
城
と
ブ
ル
ク
マ
ン
に
つ
い
て
は
、K

arl

－H
einz S

piess, Burg, Burggraf und Burgm
annschaft im

 spätm
ittelalterlichen 

A
lzey, in: F. K

. B
eck

er (H
g.), 700 Jahre Stadt A

lzey 
（
注
102
）, S. 106-115. 

ア
ル
ツ
ァ
イ
で
は
城
の
意
義
を
も
反
映
し
て
、
一
四
世
紀

の
六
〇
年
代
以
降
、
オ
ー
バ
ー
ア
ム
ト
の
責
任
者
の
タ
イ
ト
ル
と
し
て
、
ヴ
ィ
ッ
ツ
ト
ゥ
ー
ム
に
代
わ
っ
て
ブ
ル
ク
グ
ラ
ー
フ
が
用
い
ら
れ
た
。

Ebenda, S. 109 f. 

ま
たS. S

ch
m

it
t, T

erritorialstaat 

（
注
68
）, S. 11

も
参
照
。

（
107
）S. S
ch

m
it

t, Landesherr 

（
注
102
）, S.56 ff. 

ノ
イ
シ
ュ
タ
ッ
ト
に
お
け
る
宮
中
伯
の
支
配
権
に
つ
い
て
、P. S

piess, 
V
erfassungsentw

icklung 

（
注
102
）, S. 34 ff. 

ア
ム
ト
の
統
括
者
た
る
フ
ォ
ー
ク
ト
お
よ
び
都
市
支
配
に
あ
た
る
シ
ュ
ル
ト
ハ
イ
ス
の
権
限
に

つ
い
て
、Ebenda, S. 53 ff. 

市
民
団
体
に
つ
い
て
、Ebenda, S. 70 ff. 
ま
た
、D

ers., N
eustadter Ratsherren, Stadtschreiber und 

Schultheissen bis zum
 A

usgang des 18. Jahrhunderts, in: K
.

－P. W
est

rich, a. a. O
. 

（
注
102
）, S. 107-138;  

ア
ル
ツ
ァ
イ
の
シ
ュ
ル
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ト
ハ
イ
ス
と
そ
の
裁
判
所
に
つ
い
て
は
、K

.

－P. S
ch

rö
d

er, a. a. O
. 

（
注
102
）, S. 87 ff. 

ま
た
、
ア
ル
ツ
ァ
イ
に
お
け
る
市
民
自
治
に
対
す
る

宮
中
伯
支
配
の
優
位
に
つ
い
て
、Ebenda, S. 83 f. 

ゲ
ル
マ
ー
ス
ハ
イ
ム
に
お
け
る
フ
ォ
ー
ク
ト
と
シ
ュ
ル
ト
ハ
イ
ス
に
つ
い
て
は
、J. 

P
ro

bst, a. a. O
. 

（
注
68
）, S. 302 ff., 354 f. 

な
お
、
ゲ
ル
マ
ー
ス
ハ
イ
ム
に
も
城
塞
と
そ
の
ブ
ル
ク
マ
ン
団
体
が
存
在
し
た
。J. P

ro
bst, a. a. 

O
. 

（
注
68
）, S. 23 ff.

（
108
）
宮
中
伯
フ
ィ
リ
ッ
プ
が
一
四
九
二
年
に
ブ
レ
ッ
テ
ン
に
与
え
た
年
市
特
権
に
つ
い
て
は
、A

. S
ch

ä
fer, Bretten 

（
注
102
）, S. 129 ff.

（
109
）S. S

ch
m

it
t, Landesherr 

（
注
102
）, S. 52 ff.; Ch. R

ein
h

a
rd

t, a. a. O
. 

（
注
102
）, S. 413 ff.; K

.

－P. S
ch

rö
d

er, a. a. O
. 

（
注
102
）, S. 73. 

な
お
、
一
四
八
九
年
に
は
、
宮
中
伯
フ
ィ
リ
ッ
プ
に
よ
っ
て
、
ヴ
ァ
イ
ン
ハ
イ
ム
に
も
同
様
の
特
権
状
が
与
え
ら
れ
た
。

（
110
）S. S

ch
m

it
t, Landesherr 

（
注
102
）, S. 61 f.; Ch. R
ein

h
a

rd
t, a. a. O

. 

（
注
102
）, S. 417 f.; Pirm

in S
piess, D

ie Stadtordnung Philipps 
des A

ufrichtigen für N
eustadt aus dem

 Jahre 1493, in: M
H
V
P 66 (1968), S. 197-305, S. 205 ff. 

こ
の
騒
擾
の
後
に
宮
中
伯
フ
ィ

リ
ッ
プ
が
定
め
た
都
市
条
令
の
テ
ク
ス
ト
は
、Ebenda, S. 215-284. 

こ
の
条
令
で
は
、
シ
ュ
ル
ト
ハ
イ
ス
や
都
市
参
事
会
で
な
く
、
ア
ム
ト

マ
ン
に
多
く
の
権
限
が
与
え
ら
れ
、そ
の
意
味
で
都
市
の
ア
ム
ト
体
制
へ
の
組
み
込
み
が
進
展
し
た
。S. S

ch
m

it
t, Landesherr （

注
102
）, S.64 f.

（
111
）S. S

ch
m

it
t, Landesherr 

（
注
102
）, S. 63 f. 

同
じ
よ
う
に
、
も
と
も
と
国
王
都
市
で
、
質
入
れ
等
を
経
て
プ
フ
ァ
ル
ツ
支
配
下
に
入
っ
た
モ

ス
バ
ッ
ハ
と
カ
イ
ザ
ー
ス
ラ
ウ
テ
ル
ン
を
、
宮
中
伯
が
い
か
に
し
て
統
合
し
て
い
っ
た
か
に
つ
い
て
は
、Christian R

ein
h

a
rd

t, D
ie 

Integration der verpfändeten Reichsstädte M
osbach und K

aiserslautern in die Pfalzgrafschaft bei Rhein im
 14. und 15. 

Jahrhundert, in: K
aiserslauterer Jahrbuch für pfälzische Geschichte und V

olkskunde 5 (2005), S. 11-84. 

モ
ス
バ
ッ
ハ
が
比
較

的
す
み
や
か
に
宮
中
伯
の
コ
ン
ト
ロ
ー
ル
下
に
置
か
れ
た
の
に
対
し
て
、
カ
イ
ザ
ー
ス
ラ
ウ
テ
ル
ン
で
は
プ
フ
ァ
ル
ツ
支
配
の
強
化
に
対
す
る

抵
抗
が
し
ば
し
ば
見
ら
れ
、
宮
中
伯
の
方
も
慎
重
に
行
動
し
て
い
た
。
し
か
し
カ
イ
ザ
ー
ス
ラ
ウ
テ
ル
ン
も
含
め
て
、
一
五
世
紀
後
半
に
は
、

宮
中
伯
と
個
々
の
都
市
と
の
関
係
の
統
一
化
が
す
す
め
ら
れ
、
ラ
ン
ズ
フ
ー
ト
継
承
戦
争
で
は
両
都
市
と
も
本
来
の
プ
フ
ァ
ル
ツ
領
邦
都
市
と

同
様
に
戦
備
を
負
担
す
る
こ
と
と
な
っ
た
。

（
112
）
中
世
後
期
ド
イ
ツ
の
領
邦
に
お
け
る
、
教
会
統
治
と
教
会
政
策
に
つ
い
て
一
般
的
に
は
、E. S

ch
u

bert, a. a. O
. 

（
注
１
）, S. 38 ff.; D

. 
W

illo
w

eit, Entw
icklung 

（
注
61
）, S. 123, 129 f. 

プ
フ
ァ
ル
ツ
に
関
し
て
は
、Richard L

o
ssen, Staat und K

irche in der Pfalz im
 

A
usgang des M

ittelalters, (V
orreform

ationsgeschichtliche Forschungen 3), M
ünster 1907. 

ま
た
、M. S

ch
a

a
b, Geschichte 

（
注

22
）, S. 112 ff., 185 f. 

そ
の
他
の
領
邦
に
つ
い
て
は
、
例
え
ば
、D

ieter S
t

iev
erm

a
n

n, Landesherrschaft und K
losterw

esen im
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spätm
ittelalterlichen W

ürttem
berg, Sigm

aringen 1989; B
ernhard N

e
id

ig
e

r, D
as D

om
inikanerkloster Stuttgart, die 

K
anoniker vom

 gem
einsam

en Leben in U
rach und die G

ründung der U
niversität T

übingen. K
onkurrierende 

Reform
ansätze in der w

ürttem
bergischen K

irchenpolitik am
 A

usgang des M
ittelalters, (V

eröffentlichungen des A
rchivs 

der Stadt Stuttgart, B
d. 58), Stuttgart 1993; M

anfred S
c

h
u

lze, F
ürsten und R

eform
ation. G

eistliche R
eform

politik 
w
eltlicher Fürsten vor der Reform

ation, (Spätm
ittelalter und Reform

ation, N
eue Reihe 2), T

übingen 1991.

（
一
五
世
紀
後
半

以
降
の
ヴ
ェ
ッ
テ
ィ
ー
ン
家W

ettiner

の
教
会
統
治
と
教
会
政
策
。
ま
た
、Ebenda, S. 13-45 

に
お
け
る
ド
イ
ツ
諸
領
邦
の
概
観
も
参
照
。）

（
113
）
一
三
世
紀
末
ま
で
に
つ
い
て
は
、Gerhard S

ch
w

ert
l, D

ie Beziehungen der H
erzöge von Bayern und Pfalzgrafen bei Rhein 

zur K
irche (1180-1294), (M

iscellanea Bavarica M
onacensia, H

. 9), M
ünchen 1968, S. 216 ff., 425 ff. 

（
114
）G. S

ch
w

ert
l, a. a. O

. 
（
注
113
）, S. 425 ff.

（
115
）R. L

o
ssen, a. a. O

. 

（
注
112
） S. 138 ff. 

中
世
後
期
の
宮
中
伯
の
教
会
統
治
に
つ
い
て
は
、
ま
た
、
ロ
ッ
セ
ン
の
研
究
に
も
と
づ
くM

. 
S

ch
u

lze, a. a. O
. 

（
注
112
）, S. 20 ff. 
の
記
述
も
参
照
。

（
116
）RPR, 1, N

r. 3997 (1372. 6. 1); V
gl. RPR, 1, N

r. 4546 (1384. 7. 24); M
. S

ch
a

a
b, Geschichte 

（
注
22
）, S. 113. 

な
お
、
マ
ウ
ル
ブ
ロ
ン

修
道
院
に
つ
い
て
は
、
さ
し
あ
た
り
、Landesdenkm

alam
t Baden-W

ürttem
berg (H

g.), M
aulbronn. Zur 850jährigen Geschichte 

des Zisterzienserklosters, (Forschungen und Berichte der Bau- und K
unstdenkm

alpflege in Baden-W
ürttem

berg, Bd. 7), 
Stuttgart 1997 

と
り
わ
け
そ
こ
に
収
録
さ
れ
たPeter R

ü
ck

ert, D
ie Bedeutung M

aulbronns für die Siedlungsgenese zw
ischen 

Strom
berg und Schw

arzw
ald im

 M
ittelalter, in: Ebenda, S. 15-29 

お
よ
びK

urt A
n

d
erm

a
n

n, Zur Besitz- und W
irtschaftsgeschichte 

des K
losters M

aulbronn, in: Ebenda, S. 31-42 

を
参
照
。

（
117
）
ま
た
、R. L
o

ssen, a. a. O
. 

（
注
112
）, S. 135 ff. 

宮
中
伯
に
よ
るK

ollegiatsstift

や
修
道
院
の
創
建
は
そ
れ
ほ
ど
多
い
わ
け
で
は
な
い
。

（
118
）R. L

o
ssen, a. a. O

. 

（
注
112
）, S. 99 f.

（
119
）R. L
o

ssen, a. a. O
. 

（
注
112
）, S. 101 ff.

（
120
）
中
世
後
期
の
修
道
院
改
革
に
つ
い
て
は
、K

aspar E
lm (H

g.), Reform
bem

ühungen und O
bservanzbestrebungen im

 
spätm

ittelalterlichen O
rdensw

esen, (Berliner H
istorische Studien, Bd. 14, O

rdensstudien 6), Berlin 1989 

が
重
要
な
論
文
集
で

あ
る
。
そ
の
後
の
研
究
も
含
め
て
、
さ
し
あ
た
り
、K

aspar E
lm, M

onastische Reform
en zw

ischen H
um

anism
us und Reform

ation, 
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in: Lothar P
erlit

t (H
g.), 900 Jahre K

loster Bursfelde. Reden und V
orträge zum

 Jubiläum
 1993, Göttingen 1994, S. 59-111; 

D
ieter M

ert
en

s, M
onastische Reform

bew
egungen des 15. Jahrhunderts: Ideen

－Ziele

－Resultate, in: Ivan H
la

v
a

cek und 
A
lexander P

a
t

sch
o

v
sk

y (H
g.), Reform

 von K
irche und Reich zur Zeit der K

onzilien von K
onstanz (1414-1418) und Basel 

(1431-1449), K
onstanz 1996, S. 157-181; D

ers., K
losterreform

 als K
om

m
unikationsereignis, in: Gerd A

lt
h

o
ff (H

g.), Form
en 

und Funktionen öffentlicher K
om

m
unikation im

 M
ittelalter, (V

orträge und Forschungen, Bd. 51), Stuttgart 2001, S. 397-420. 

ま
た
、J. K

em
per, K

losterreform
en 

（
注
121
）, S. 11-25 

の
研
究
概
観
も
参
照
。

（
121
）Joachim

 K
e

m
pe

r, K
losterreform

en im
 B

istum
 W

orm
s im

 späten M
ittelalter, (Q

uellen und A
bhandlungen zur 

m
ittelrheinischen K

irchengeschichte, Bd. 115), M
ainz 2006. 

ま
た
、R. L

o
ssen, a. a. O

. 

（
注
112
）, S. 153 ff.

（
122
）W

indesheim
er K

ongregation

に
よ
る
改
革
運
動
に
つ
い
て
は
、W

ilhelm
 K

o
h

l, D
ie W

indesheim
er K

ongregation, in: K
. E

lm 
(H

g.), a. a. O
. 

（
注
120
）, S. 83-106 

も
参
照
。

（
123
）R. L

o
ssen, a. a. O

. 

（
注
120
）, S. 158 ff.

（
124
）R. L

o
ssen, a. a. O

. 

（
注
120
）, S. 168 ff. 

宮
中
伯
がK

lingenm
ünster

に
対
し
て
及
ぼ
し
た
影
響
と
支
配
に
つ
い
て
の
新
し
い
モ
ノ
グ
ラ
フ

と
し
て
、T

horsten U
n

ger, K
lingenm

ünster und die K
urpfalz im

 15. und 16. Jahrhundert. U
ntersuchungen zum

 A
spekt 

„Stift und H
errschaft“ am

 B
eispiel eines ländlichen K

ollegiatsstifts, (Stiftung zur F
örderung der pfälzischen 

Geschichtsforschung, Reihe B: A
bhandlungen zur Geschichte der Pfalz, Bd. 10), N

eustadt an der W
einstraße 2009.

（
125
）R. L

o
ssen, a. a. O

. 

（
注
120
）, S. 176 ff.

（
126
）
皆
川
卓
「
ド
イ
ツ
諸
侯
軍
の
近
世
的
変
容
―
―
プ
フ
ァ
ル
ツ
選
帝
侯
の
軍
事
権
力
を
例
に
―
―
」『
歴
史
学
研
究
』
八
二
一
号
（
二
〇
〇
六
年
）

六
〇

－

七
四
頁
、
特
に
六
四
頁
以
下
。

（
127
）
中
世
後
期
ド
イ
ツ
に
お
け
る
軍
制
の
展
開
（
傭
兵
の
登
場
、農
民
・
市
民
の
召
集
軍
、車
陣
な
ど
の
戦
術
、火
器
の
使
用
な
ど
）
に
つ
い
て
は
、

さ
し
あ
た
り
、Bernhard R. K

ro
en

er, K
riegsw

esen, H
errschaft und Gesellschaft 1300-1800 (Enziklopädie D

eutscher Geschichte, 
Bd. 92), M

ünchen 2013, S. 2-20, 55-61 

を
参
照
。

（
128
）
中
世
後
期
プ
フ
ァ
ル
ツ
の
軍
制
に
関
し
て
は
、
概
観
と
し
て
、M

. S
ch

a
a

b, Geschichte 

（
注
22
）, S. 201 f. 

専
門
研
究
と
し
て
、H

ans 
F

a
h

rm
ba

ch
er, D

as kurpfälzische H
eerw

esen im
 15., 16. und 17. Jahrhundert, in: M

annheim
er Geschichtsblätter 11 (1910), Sp. 30-
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47, 51-63, 82-89, 107-115, 129-138, 146-159, 176-185

（
主
に
近
世
の
軍
制
を
扱
う
。）; O

skar B
ezzel, Geschichte des K

urpfälzischen 
H
eeres von seinen A

nfängen bis zur V
ereinigung von K

urpfalz und K
urbayern 1777, (Geschichte des Bayerischen 

H
eeres, Bd. 4, T

. 1), M
ünchen 1925, S. 7ff.

（
129
）Friedrich von W

eech, D
as Reißbuch anno 1504. D

ie V
orbereitungen der K

urpfalz zum
 bairischen Erbfolgekriege, in: 

ZGO
 26 (1874), S. 137-264. 

皆
川
卓
、
前
掲
（
注
126
）、
六
九
頁
以
下
。

（
130
）
こ
の
分
野
に
関
し
て
、
中
世
後
期
ド
イ
ツ
の
領
邦
一
般
に
つ
い
て
は
、E. S

ch
u

bert, a. a. O
. 

（
注
１
）, S. 88 ff.; D

. W
illo

w
eit, 

Entw
icklung 

（
注
61
）, S. 127 f.; D

ers., Gesetzgebung und Recht im
 Ü

bergang vom
 Spätm

ittelalter zum
 frühneuzeitlichen 

O
brigkeitsstaat, in: O

kko B
e

h
r

e
n

ds
 und C

hristoph L
in

k (H
g.), Zum

 röm
ischen und neuzeitlichen G

esetzesbegriff, 
(A

bhandlungen der A
kadem

ie der W
issenschaften in Göttingen, Philologisch

－historische K
lasse, 3. Folge, N

r. 157), 
Göttingen 1987, S. 123-146; A

rm
in W

o
lf, Gesetzgebung in Europa 1100-1500. Zur Entstehung der T

erritorialstaaten, 
M

ünchen 1996, S. 96-148; Steffen S
ch

lin
k

er, Fürstenam
t und Rezeption. Reichsfürstenstand und gelehrte Literatur im

 
späten M

ittelalter, (Forschungen zur deutschen Rechtsgeschichte, Bd. 18), K
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ジ
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く
の
領
邦
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め
て
領
邦
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令
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定
さ
れ
る
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お
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ね
一
五
世
紀
後
半
以
降
で
あ
る
が
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先
進
的
な
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西
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や
南
部
で
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よ
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早
か
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た
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五
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半
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─
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